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の
周
知
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
質
問

に
対
し
公
式
L
I
N
E
機
能
を
使

っ
た
解
決
方
法
を
案
内
で
き
る
よ

う
、
A
I
に
学
習
さ
せ
る
F
A
Q

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

広
報
ひ
め
じ
で
高
齢
者
や
子
育
て

世
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
D

X
施
策
の
特
集
を
掲
載
し
、
効
果

的
な
広
報
・
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

３
人
体
制
の
必
要
性
は―

問　
副
市
長
を
３
人
体
制
と
し
て

い
る
中
核
市
は
。

答　
全
62
市
の
う
ち
本
市
と
旭
川

市
の
２
市
で
あ
る
。

問　
多
額
の
人
件
費
が
か
か
る
中
、

３
人
体
制
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
３
人
体
制
と
す
る
理
由
は
、

行
政
需
要
が
複
雑
・
多
様
化
し
迅

速
か
つ
高
度
な
判
断
や
調
整
が
求

め
ら
れ
る
行
政
課
題
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
課
題
に
即
応
性

を
確
保
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
に

対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

成
果
は
、
新
美
化
セ
ン
タ
ー
や

仮
称
「
道
の
駅
ひ
め
じ
」
の
整
備
、

姫
路
城
縦
覧
料
改
定
に
係
る
調
整
、

一
般
会
計
予
算
が
過
去
最
大
に―

問　
予
算
編
成
に
込
め
た
市
長
の

思
い
は
。

答　
７
年
度
予
算
で
は
市
民
の

「
命
」
「
く
ら
し
」
「
一
生
」
を

守
り
、
活
力
あ
る
姫
路
を
創
造
す

る
た
め
、
「
ひ
と
」
を
育
む
こ
と
、

国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
「
ま
ち
」

を
築
く
こ
と
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
「
し
く
み
」
を
変
え
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
必
要
な
事

業
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
姫
路
を

実
現
す
る
た
め
、
企
業
立
地
の
促

進
に
よ
る
雇
用
機
会
の
確
保
や
子

育
て
支
援
の
充
実
、
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
若
者
が
住
ん
で
み
た
い
、

住
み
戻
り
た
い
と
思
え
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
市
政
を
推
進

し
て
い
く
。

問　
今
後
の
財
政
展
望
と
運
営
は
。

答　
人
件
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ

る
公
共
施
設
の
管
理
運
営
費
や
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
、
老
朽
化

す
る
公
共
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
費
の
増
な
ど

に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
が
過
去
最
大
の
45
億
円
と

な
る
な
ど
、
今
後
も
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
認
識
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
施
設
の
在
り
方
を
見
直
す
な

ど
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
行
財

政
改
革
を
行
い
つ
つ
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
ま
ち
を
変
革
し
新
た
な
活

気
を
も
た
ら
す
「
ひ
と
」
の
育
成

の
取
り
組
み
や
、
ひ
め
じ
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
等
の
新
た
な
「
交

流
」
を
生
む
拠
点
整
備
な
ど
未
来

へ
の
投
資
も
進
め
て
い
く
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は―

問　
所
信
表
明
に
お
け
る
痛
み
を

伴
う
決
断
と
は
。

答　
本
市
の
人
口
は
2
0
2
4
年

６
月
に
52
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。

50
年
に
は
23
年
よ
り
約
９
万
人
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
人

口
増
加
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

人
口
減
少
の
緩
和
に
向
け
た
積

極
的
な
施
策
展
開
と
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
両
立
に
は
、
社
会
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
事

業
の
見
直
し
や
公
共
施
設
の
廃

止
・
集
約
化
な
ど
大
胆
な
行
財
政

改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
へ

の
投
資
を
先
行
し
て
実
施
し
て
き

た
。
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
最
大
限

活
用
し
時
代
に
適
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

問　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
と
周
知
の
状
況
は
。

答　
５
年
10
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
公
式
L
I
N
E
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
配
信
機
能
だ
け
で
な
く
、

道
路
や
公
園
等
の
不
具
合
の
通
報

や
災
害
時
に
備
え
た
「
命
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」
機
能
な
ど
順
次
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
き
た
が
、
市
民
へ

移
住
定
住
支
援
の
実
施
、
I
C
T

を
活
用
し
た
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
伴
う
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
る
。

問　
山
田
基
靖
副
市
長
の
実
績
と

７
年
度
の
役
割
は
。

答　
観
光
経
済
や
高
等
教
育
、
危

機
管
理
、
消
防
、
デ
ジ
タ
ル
行
政

に
加
え
、
子
ど
も
支
援
な
ど
の
幅

広
い
分
野
を
所
掌
し
、
総
合
的
に

政
策
形
成
・
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

実
績
は
、
姫
路
城
縦
覧
料
改
定

に
係
る
調
整
の
他
、
未
来
を
ひ
ら

く
「
人
づ
く
り
改
革
」
の
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
子
育
て
支
援
政
策

や
女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進
の

企
画
・
立
案
等
で
あ
る
。

７
年
度
以
降
も
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
事
業
展
開
を
予
定
し
て
お

り
、
元
外
交
官
と
し
て
の
知
見
を

生
か
し
た
人
口
減
少
社
会
で
必
要

と
な
る
国
際
戦
略
の
取
り
ま
と
め

な
ど
、
所
掌
事
項
の
政
策
に
つ
い

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し

て
い
く
。

な
ぜ
海
外
姉
妹
城
が
増
え
る
の
か
―
問　
国
際
交
流
戦
略
は
あ
る
の
か
。

答　
４
年
３
月
策
定
の
国
際
化
推

進
プ
ラ
ン
で
「
海
外
姉
妹
都
市
等

と
の
交
流
の
推
進
」
を
掲
げ
、
幅

広
い
分
野
で
国
際
交
流
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
が
持
続
可
能
な
発
展
を
遂

げ
る
に
は
、
本
市
の
認
知
度
や
価

値
を
向
上
さ
せ
地
域
活
力
の
維
持

拡
大
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
「
世

界
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
国
際
戦
略
の
策

定
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
清
元
市
政
で
締
結
し
た
姉
妹

城
提
携
に
よ
る
効
果
は
。

答　
コ
ン
ウ
ィ
城
に
つ
い
て
は
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
分
野
な

ど
で
交
流
が
あ
る
の
で
、
姫
路
城

と
本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
海
外

か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

ヴ
ァ
ヴ
ェ
ル
城
に
つ
い
て
は
、

同
城
が
あ
る
ク
ラ
ク
フ
市
に
在
住

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
子
ど
も

を
本
市
に
招
き
、
市
民
交
流
の
機

会
の
提
供
や
、
次
世
代
に
つ
な
が

る
新
し
い
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
経
済
波
及
効
果
は
分

か
ら
な
い
が
、
企
業
間
連
携
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

民
間
企
業
同
士
の
交
流
が
深
ま
る

と
期
待
し
て
い
る
。

問　
新
た
な
海
外
姉
妹
城
提
携
に

係
る
経
費
は
。

答　
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
と
の

新
た
な
姉
妹
城
提
携
に
つ
い
て
、

７
年
度
に
訪
問
団
を
受
け
入
れ
る

予
定
で
、
締
結
式
に
関
す
る
経
費

1
3
5
万
円
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
経
費
2
9
7

万
８
千
円
で
計
4
3
2
万
８
千
円

で
あ
る
。

観
光
資
源
の
活
用
と
保
存
継
承
を
―
問　
縦
覧
料
算
定
の
根
拠
は
。

答　
今
後
10
年
間
に
必
要
な
事
業

費
は
約
2
8
0
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
内
訳
は
内
曲
輪
内
の
建
造

物
保
存
修
理
な
ど
に
約
1
6
0
億

円
、
大
手
前
公
園
地
下
駐
車
場
の

改
修
な
ど
に
約
60
億
円
、
好
古
園

の
改
修
に
約
35
億
円
、
お
も
て
な

し
や
観
光
施
策
経
費
に
約
25
億
円

と
試
算
し
て
い
る
。

縦
覧
料
の
改
定
で
年
間
来
場
者

数
は
５
年
度
の
1
4
8
万
人
か
ら

1
2
0
万
人
程
度
に
減
少
す
る
と

想
定
し
、
10
年
間
の
縦
覧
料
は
約

2
1
0
億
円
、
国
庫
補
助
金
や
好

古
園
入
園
料
等
を
合
わ
せ
て
計
約

2
6
0
億
円
の
収
入
を
見
込
み
、

一
般
財
源
か
ら
約
20
億
円
充
当
す

る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
夜
間
閉
鎖
の

目
的
と
警
備
体
制
は
。

答　
２
年
に
姫
路
城
有
料
区
域
内

で
夜
間
侵
入
事
案
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
三
の
丸
広
場
で

の
長
期
開
催
イ
ベ
ン
ト
等
の
期
間

中
に
、
防
火
や
防
犯
、
通
行
人
の

安
全
対
策
の
た
め
試
験
的
に
夜
間

閉
鎖
し
て
き
た
。
来
城
者
が
増
加

し
、
さ
ら
な
る
防
犯
体
制
と
安
全

対
策
の
強
化
の
た
め
通
年
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

警
備
体
制
は
、
大
手
門
は
木
製

の
門
扉
で
閉
鎖
し
、
搦
手
口
付
近

は
鉄
製
の
キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
を

設
置
し
て
機
械
警
備
を
導
入
す
る
。

監
視
カ
メ
ラ
72
台
に
よ
る
常
時
監

視
を
行
い
、
体
制
強
化
を
図
る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
有
料
化
は
。

答　
動
物
園
の
状
況
や
御
作
事
場

の
復
元
整
備
な
ど
を
踏
ま
え
、
内

曲
輪
内
の
安
全
か
つ
快
適
な
見
学

環
境
の
整
備
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

老
朽
化
す
る
施
設
の
整
備
を―

問　
本
市
で
も
下
水
道
管
の
破
損

に
よ
る
道
路
陥
没
は
発
生
し
て
い

る
の
か
。

答　
５
年
度
に
カ
メ
ラ
を
使
用
し

た
管
内
の
調
査
を
約
２
㌔
㍍
実
施

し
た
結
果
、
破
損
箇
所
が
９
カ
所

あ
り
、
下
水
道
管
路
施
設
に
起
因

す
る
道
路
陥
没
は
18
件
発
生
し
て

い
る
。

問　
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
は
。

答　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
下
水
道

管
は
約
6
6
0
㌔
㍍
あ
る
。
７
年

度
か
ら
詳
細
調
査
を
20
㌔
㍍
、
設

置
後
50
年
以
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
を
中
心
に
管
路
点
検
を
80
㌔
㍍

す
る
予
定
で
、
腐
食
等
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
詳
細
カ
メ
ラ
調

査
や
道
路
空
洞
調
査
を
行
い
、
年

間
10
㌔
㍍
を
目
標
に
改
築
工
事
を

実
施
す
る
。

皮
革
排
水
管
は
約
23
㌔
㍍
で
す

べ
て
調
査
が
終
了
し
、
約
８
㌔
㍍

の
管
更
生
等
が
完
了
し
て
い
る

が
、
腐
食
の
進
行
が
早
い
た
め
順

次
工
事
し
て
い
く
。

問　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
と

老
朽
化
対
策
は
。

答　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
は

５
年
度
に
3
4
3
件
発
生
し
て
い

る
が
、
９
割
以
上
が
個
人
設
置
の

給
水
管
で
あ
り
、
水
道
本
管
の
漏

水
は
19
件
で
あ
っ
た
。

６
年
度
に
県
下
一
斉
の
人
工
衛

星
を
利
用
し
た
漏
水
調
査
に
本
市

も
参
画
し
、
漏
水
箇
所
の
早
期
発

見
や
作
業
効
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

老
朽
管
路
の
更
新
は
、
災
害
時

の
避
難
所
や
病
院
な
ど
重
要
給
水

施
設
に
つ
な
が
る
管
路
を
優
先

し
、
管
種
や
経
過
年
数
に
よ
る
更

新
順
位
に
加
え
、
A
I
に
よ
る
劣

化
診
断
も
活
用
す
る
こ
と
で
効
率

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
整
理
を
―
問　
近
年
の
予
算
か
ら
見
た
公
共

施
設
の
財
政
状
況
は
。

答　
６
年
度
中
に
姫
路
市
勤
労
市

民
会
館
と
ア
イ
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
い

え
し
ま
荘
を
廃
止
す
る
こ
と
で
約

5
8
0
0
万
円
の
運
営
経
費
が
削

減
と
な
る
が
、
新
た
な
大
型
公
共

施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

削
減
額
以
上
の
運
営
経
費
が
必
要

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
公
共
施
設
の
統
廃
合
は
。

答　
整
備
後
30
年
経
過
し
た
公
共

施
設
の
床
面
積
は
、
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
る
。
姫
路
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
37

年
度
ま
で
の
40
年
間
で
床
面
積
総

量
を
20
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
、

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

学
校
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
老

朽
化
対
策
に
加
え
、
包
括
管
理
業

務
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
施

設
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
つ
つ
、

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
な
る
よ

う
適
正
規
模
・
適
正
配
置
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
今
後
の
計
画
は
。

答　
７
年
度
に
策
定
す
る
新
た
な

総
合
管
理
計
画
で
は
、
床
面
積
総

量
の
目
標
を
見
直
し
、
施
設
分
類

別
に
取
り
組
み
方
針
を
定
め
、
長

期
的
な
目
標
だ
け
で
な
く
短
期
的

な
目
標
も
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
の
活
用
計
画
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
集
約
化
・
複

合
化
に
伴
う
施
設
の
除
却
事
業
が

新
た
に
起
債
対
象
に
追
加
さ
れ
た

た
め
、
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化

の
際
に
事
業
債
を
活
用
し
、
施
設

の
ス
ト
ッ
ク
量
の
最
適
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

信
頼
あ
る
行
政
運
営
の
推
進
を―

問　
７
年
７
月
１
日
か
ら
窓
口
業

務
の
受
付
時
間
を
現
行
の
午
前
８

時
35
分
〜
午
後
５
時
20
分
か
ら
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
変
更
す
る

が
、
そ
の
効
果
は
。

答　
５
年
度
に
職
員
が
受
付
時
間

の
前
後
で
窓
口
対
応
し
た
時
間
外

勤
務
時
間
数
は
、
約
３
万
6
0
0

0
時
間
で
あ
っ
た
。

受
付
時
間
の
変
更
に
よ
り
事
前

準
備
や
事
後
処
理
の
時
間
が
確
保

で
き
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
が
期

待
で
き
る
た
め
、
職
員
の
働
き
方

改
革
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　
午
前
８
時
35
分
〜
９
時
お
よ

び
午
後
５
時
〜
５
時
20
分
の
時
間

帯
の
来
庁
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全

体
の
２
・
８
％
、
１
・
７
％
で
計

４
・
５
％
で
あ
り
、
利
用
者
に
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
省
人
化
を
図
り
つ
つ
も
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
き
や
各
種
証
明
書
類
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す

る
。
ま
た
、
郵
便
局
と
の
連
携
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
窓
口
の

拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

受
付
時
間
の
変
更
の
周
知
期
間

を
半
年
程
度
設
け
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
市
民
へ
の

対
応
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
影
響
は
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

議　員　名   （ 会　派 ） 主　な　質　疑 ・ 質　問　内　容

井 川 一 善 （ 自 由 民 主 党 ）
所信表明から伺う人口減少社会であっても姫路の魅力を見出すために
我々が取り組むべきこととは？／社会基盤の老朽化対策と遅延なき事
業推進のために必要な財源と人手不足にどう対応するのか？

駒　田　かすみ （ 市 民 ク ラ ブ ）
市長の所信表明／Ｒ７年度予算／教育改革とＰＤＣＡ／各種計画見直
し／デジタル・ディバイド対策／ライトアップ／救急車適正利用と事
故防止／動物保健センター／鳥獣害対策／公益通報と組織体制

西 本 眞 造 （ 公 明 党 ）
予算編成に込めた市長の思い／戦後８０年、平和教育／観光施策／
若者支援／第一次産業の振興／マンション管理促進事業／市民を守る
救急業務／保育支援／看護師の２０２５年問題／姫路市の教育

三 和 　 衛 （ 新 生 ひ め じ ）
令和７年度予算編成／シティプロモーションの方針／防災・減災対策
／久保田教育長の目指す教育／働き方改革と市民サービスのバランス
／姫路城縦覧料算定の根拠／加速するインフラの老朽化対策

大 西 陽 介 （日本維新の会）
手柄山平和公園への名称変更について／空き家対策について／副市長
３人体制のメリット、デメリット／大阪・関西万博への子どもの招待
について／不登校児童生徒への支援策について

金 内 義 和 （ 志 政 会 ）
令和７年度予算案について／「活力」ある姫路を創造する市政につい
て／「命」をたいせつにする市政について／「くらし」を豊かにする
市政について／「一生」に寄り添う市政について

牧 野 圭 輔 （改革無所属の会）
姫路市長等政治倫理条例／副市長３人体制／姫路市の国際交流戦略／
国有林（四郷町見野）の借地／辻井・田寺地内の浸水対策／騒音及び
悪臭規制／獨協学園姫路医療系高等教育・研究機構の閉鎖

妻 鹿 幸 二 （姫路無所属の会）
健全な財政運営の維持／公共施設の必要性の是非／市民を災害から守
る事前防災の強化／未来につながるふるさと姫路の教育／安心して子
育てができる姫路の街づくり／都市基盤の更なる改革と強化

第
１
回
定
例
会

代
表
質
疑

２
月
28
日
、
３
月
３
日
、
４
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
８
会
派
の
代
表
質
疑
を
行

い
、
７
年
度
予
算
や
上
下
水
道
の
整
備
、
姫
路
城
縦
覧
料
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

録画中継を視聴できます。

予　
　
算

市　
　
政
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の
周
知
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
質
問

に
対
し
公
式
L
I
N
E
機
能
を
使

っ
た
解
決
方
法
を
案
内
で
き
る
よ

う
、
A
I
に
学
習
さ
せ
る
F
A
Q

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

広
報
ひ
め
じ
で
高
齢
者
や
子
育
て

世
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
D

X
施
策
の
特
集
を
掲
載
し
、
効
果

的
な
広
報
・
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

３
人
体
制
の
必
要
性
は―

問　
副
市
長
を
３
人
体
制
と
し
て

い
る
中
核
市
は
。

答　
全
62
市
の
う
ち
本
市
と
旭
川

市
の
２
市
で
あ
る
。

問　
多
額
の
人
件
費
が
か
か
る
中
、

３
人
体
制
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
３
人
体
制
と
す
る
理
由
は
、

行
政
需
要
が
複
雑
・
多
様
化
し
迅

速
か
つ
高
度
な
判
断
や
調
整
が
求

め
ら
れ
る
行
政
課
題
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
課
題
に
即
応
性

を
確
保
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
に

対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

成
果
は
、
新
美
化
セ
ン
タ
ー
や

仮
称
「
道
の
駅
ひ
め
じ
」
の
整
備
、

姫
路
城
縦
覧
料
改
定
に
係
る
調
整
、

一
般
会
計
予
算
が
過
去
最
大
に―

問　
予
算
編
成
に
込
め
た
市
長
の

思
い
は
。

答　
７
年
度
予
算
で
は
市
民
の

「
命
」
「
く
ら
し
」
「
一
生
」
を

守
り
、
活
力
あ
る
姫
路
を
創
造
す

る
た
め
、
「
ひ
と
」
を
育
む
こ
と
、

国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
「
ま
ち
」

を
築
く
こ
と
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
「
し
く
み
」
を
変
え
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
必
要
な
事

業
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
姫
路
を

実
現
す
る
た
め
、
企
業
立
地
の
促

進
に
よ
る
雇
用
機
会
の
確
保
や
子

育
て
支
援
の
充
実
、
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
若
者
が
住
ん
で
み
た
い
、

住
み
戻
り
た
い
と
思
え
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
市
政
を
推
進

し
て
い
く
。

問　
今
後
の
財
政
展
望
と
運
営
は
。

答　
人
件
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ

る
公
共
施
設
の
管
理
運
営
費
や
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
、
老
朽
化

す
る
公
共
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
費
の
増
な
ど

に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
が
過
去
最
大
の
45
億
円
と

な
る
な
ど
、
今
後
も
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
認
識
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
施
設
の
在
り
方
を
見
直
す
な

ど
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
行
財

政
改
革
を
行
い
つ
つ
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
ま
ち
を
変
革
し
新
た
な
活

気
を
も
た
ら
す
「
ひ
と
」
の
育
成

の
取
り
組
み
や
、
ひ
め
じ
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
等
の
新
た
な
「
交

流
」
を
生
む
拠
点
整
備
な
ど
未
来

へ
の
投
資
も
進
め
て
い
く
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は―

問　
所
信
表
明
に
お
け
る
痛
み
を

伴
う
決
断
と
は
。

答　
本
市
の
人
口
は
2
0
2
4
年

６
月
に
52
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。

50
年
に
は
23
年
よ
り
約
９
万
人
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
人

口
増
加
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

人
口
減
少
の
緩
和
に
向
け
た
積

極
的
な
施
策
展
開
と
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
両
立
に
は
、
社
会
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
事

業
の
見
直
し
や
公
共
施
設
の
廃

止
・
集
約
化
な
ど
大
胆
な
行
財
政

改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
へ

の
投
資
を
先
行
し
て
実
施
し
て
き

た
。
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
最
大
限

活
用
し
時
代
に
適
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

問　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
と
周
知
の
状
況
は
。

答　
５
年
10
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
公
式
L
I
N
E
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
配
信
機
能
だ
け
で
な
く
、

道
路
や
公
園
等
の
不
具
合
の
通
報

や
災
害
時
に
備
え
た
「
命
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」
機
能
な
ど
順
次
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
き
た
が
、
市
民
へ

移
住
定
住
支
援
の
実
施
、
I
C
T

を
活
用
し
た
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
伴
う
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
る
。

問　
山
田
基
靖
副
市
長
の
実
績
と

７
年
度
の
役
割
は
。

答　
観
光
経
済
や
高
等
教
育
、
危

機
管
理
、
消
防
、
デ
ジ
タ
ル
行
政

に
加
え
、
子
ど
も
支
援
な
ど
の
幅

広
い
分
野
を
所
掌
し
、
総
合
的
に

政
策
形
成
・
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

実
績
は
、
姫
路
城
縦
覧
料
改
定

に
係
る
調
整
の
他
、
未
来
を
ひ
ら

く
「
人
づ
く
り
改
革
」
の
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
子
育
て
支
援
政
策

や
女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進
の

企
画
・
立
案
等
で
あ
る
。

７
年
度
以
降
も
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
事
業
展
開
を
予
定
し
て
お

り
、
元
外
交
官
と
し
て
の
知
見
を

生
か
し
た
人
口
減
少
社
会
で
必
要

と
な
る
国
際
戦
略
の
取
り
ま
と
め

な
ど
、
所
掌
事
項
の
政
策
に
つ
い

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し

て
い
く
。

な
ぜ
海
外
姉
妹
城
が
増
え
る
の
か
―
問　
国
際
交
流
戦
略
は
あ
る
の
か
。

答　
４
年
３
月
策
定
の
国
際
化
推

進
プ
ラ
ン
で
「
海
外
姉
妹
都
市
等

と
の
交
流
の
推
進
」
を
掲
げ
、
幅

広
い
分
野
で
国
際
交
流
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
が
持
続
可
能
な
発
展
を
遂

げ
る
に
は
、
本
市
の
認
知
度
や
価

値
を
向
上
さ
せ
地
域
活
力
の
維
持

拡
大
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
「
世

界
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
国
際
戦
略
の
策

定
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
清
元
市
政
で
締
結
し
た
姉
妹

城
提
携
に
よ
る
効
果
は
。

答　
コ
ン
ウ
ィ
城
に
つ
い
て
は
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
分
野
な

ど
で
交
流
が
あ
る
の
で
、
姫
路
城

と
本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
海
外

か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

ヴ
ァ
ヴ
ェ
ル
城
に
つ
い
て
は
、

同
城
が
あ
る
ク
ラ
ク
フ
市
に
在
住

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
子
ど
も

を
本
市
に
招
き
、
市
民
交
流
の
機

会
の
提
供
や
、
次
世
代
に
つ
な
が

る
新
し
い
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
経
済
波
及
効
果
は
分

か
ら
な
い
が
、
企
業
間
連
携
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

民
間
企
業
同
士
の
交
流
が
深
ま
る

と
期
待
し
て
い
る
。

問　
新
た
な
海
外
姉
妹
城
提
携
に

係
る
経
費
は
。

答　
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
と
の

新
た
な
姉
妹
城
提
携
に
つ
い
て
、

７
年
度
に
訪
問
団
を
受
け
入
れ
る

予
定
で
、
締
結
式
に
関
す
る
経
費

1
3
5
万
円
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
経
費
2
9
7

万
８
千
円
で
計
4
3
2
万
８
千
円

で
あ
る
。

観
光
資
源
の
活
用
と
保
存
継
承
を
―
問　
縦
覧
料
算
定
の
根
拠
は
。

答　
今
後
10
年
間
に
必
要
な
事
業

費
は
約
2
8
0
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
内
訳
は
内
曲
輪
内
の
建
造

物
保
存
修
理
な
ど
に
約
1
6
0
億

円
、
大
手
前
公
園
地
下
駐
車
場
の

改
修
な
ど
に
約
60
億
円
、
好
古
園

の
改
修
に
約
35
億
円
、
お
も
て
な

し
や
観
光
施
策
経
費
に
約
25
億
円

と
試
算
し
て
い
る
。

縦
覧
料
の
改
定
で
年
間
来
場
者

数
は
５
年
度
の
1
4
8
万
人
か
ら

1
2
0
万
人
程
度
に
減
少
す
る
と

想
定
し
、
10
年
間
の
縦
覧
料
は
約

2
1
0
億
円
、
国
庫
補
助
金
や
好

古
園
入
園
料
等
を
合
わ
せ
て
計
約

2
6
0
億
円
の
収
入
を
見
込
み
、

一
般
財
源
か
ら
約
20
億
円
充
当
す

る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
夜
間
閉
鎖
の

目
的
と
警
備
体
制
は
。

答　
２
年
に
姫
路
城
有
料
区
域
内

で
夜
間
侵
入
事
案
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
三
の
丸
広
場
で

の
長
期
開
催
イ
ベ
ン
ト
等
の
期
間

中
に
、
防
火
や
防
犯
、
通
行
人
の

安
全
対
策
の
た
め
試
験
的
に
夜
間

閉
鎖
し
て
き
た
。
来
城
者
が
増
加

し
、
さ
ら
な
る
防
犯
体
制
と
安
全

対
策
の
強
化
の
た
め
通
年
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

警
備
体
制
は
、
大
手
門
は
木
製

の
門
扉
で
閉
鎖
し
、
搦
手
口
付
近

は
鉄
製
の
キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
を

設
置
し
て
機
械
警
備
を
導
入
す
る
。

監
視
カ
メ
ラ
72
台
に
よ
る
常
時
監

視
を
行
い
、
体
制
強
化
を
図
る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
有
料
化
は
。

答　
動
物
園
の
状
況
や
御
作
事
場

の
復
元
整
備
な
ど
を
踏
ま
え
、
内

曲
輪
内
の
安
全
か
つ
快
適
な
見
学

環
境
の
整
備
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

老
朽
化
す
る
施
設
の
整
備
を―

問　
本
市
で
も
下
水
道
管
の
破
損

に
よ
る
道
路
陥
没
は
発
生
し
て
い

る
の
か
。

答　
５
年
度
に
カ
メ
ラ
を
使
用
し

た
管
内
の
調
査
を
約
２
㌔
㍍
実
施

し
た
結
果
、
破
損
箇
所
が
９
カ
所

あ
り
、
下
水
道
管
路
施
設
に
起
因

す
る
道
路
陥
没
は
18
件
発
生
し
て

い
る
。

問　
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
は
。

答　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
下
水
道

管
は
約
6
6
0
㌔
㍍
あ
る
。
７
年

度
か
ら
詳
細
調
査
を
20
㌔
㍍
、
設

置
後
50
年
以
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
を
中
心
に
管
路
点
検
を
80
㌔
㍍

す
る
予
定
で
、
腐
食
等
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
詳
細
カ
メ
ラ
調

査
や
道
路
空
洞
調
査
を
行
い
、
年

間
10
㌔
㍍
を
目
標
に
改
築
工
事
を

実
施
す
る
。

皮
革
排
水
管
は
約
23
㌔
㍍
で
す

べ
て
調
査
が
終
了
し
、
約
８
㌔
㍍

の
管
更
生
等
が
完
了
し
て
い
る

が
、
腐
食
の
進
行
が
早
い
た
め
順

次
工
事
し
て
い
く
。

問　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
と

老
朽
化
対
策
は
。

答　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
は

５
年
度
に
3
4
3
件
発
生
し
て
い

る
が
、
９
割
以
上
が
個
人
設
置
の

給
水
管
で
あ
り
、
水
道
本
管
の
漏

水
は
19
件
で
あ
っ
た
。

６
年
度
に
県
下
一
斉
の
人
工
衛

星
を
利
用
し
た
漏
水
調
査
に
本
市

も
参
画
し
、
漏
水
箇
所
の
早
期
発

見
や
作
業
効
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

老
朽
管
路
の
更
新
は
、
災
害
時

の
避
難
所
や
病
院
な
ど
重
要
給
水

施
設
に
つ
な
が
る
管
路
を
優
先

し
、
管
種
や
経
過
年
数
に
よ
る
更

新
順
位
に
加
え
、
A
I
に
よ
る
劣

化
診
断
も
活
用
す
る
こ
と
で
効
率

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
整
理
を
―
問　
近
年
の
予
算
か
ら
見
た
公
共

施
設
の
財
政
状
況
は
。

答　
６
年
度
中
に
姫
路
市
勤
労
市

民
会
館
と
ア
イ
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
い

え
し
ま
荘
を
廃
止
す
る
こ
と
で
約

5
8
0
0
万
円
の
運
営
経
費
が
削

減
と
な
る
が
、
新
た
な
大
型
公
共

施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

削
減
額
以
上
の
運
営
経
費
が
必
要

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
公
共
施
設
の
統
廃
合
は
。

答　
整
備
後
30
年
経
過
し
た
公
共

施
設
の
床
面
積
は
、
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
る
。
姫
路
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
37

年
度
ま
で
の
40
年
間
で
床
面
積
総

量
を
20
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
、

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

学
校
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
老

朽
化
対
策
に
加
え
、
包
括
管
理
業

務
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
施

設
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
つ
つ
、

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
な
る
よ

う
適
正
規
模
・
適
正
配
置
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
今
後
の
計
画
は
。

答　
７
年
度
に
策
定
す
る
新
た
な

総
合
管
理
計
画
で
は
、
床
面
積
総

量
の
目
標
を
見
直
し
、
施
設
分
類

別
に
取
り
組
み
方
針
を
定
め
、
長

期
的
な
目
標
だ
け
で
な
く
短
期
的

な
目
標
も
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
の
活
用
計
画
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
集
約
化
・
複

合
化
に
伴
う
施
設
の
除
却
事
業
が

新
た
に
起
債
対
象
に
追
加
さ
れ
た

た
め
、
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化

の
際
に
事
業
債
を
活
用
し
、
施
設

の
ス
ト
ッ
ク
量
の
最
適
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

信
頼
あ
る
行
政
運
営
の
推
進
を―

問　
７
年
７
月
１
日
か
ら
窓
口
業

務
の
受
付
時
間
を
現
行
の
午
前
８

時
35
分
〜
午
後
５
時
20
分
か
ら
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
変
更
す
る

が
、
そ
の
効
果
は
。

答　
５
年
度
に
職
員
が
受
付
時
間

の
前
後
で
窓
口
対
応
し
た
時
間
外

勤
務
時
間
数
は
、
約
３
万
6
0
0

0
時
間
で
あ
っ
た
。

受
付
時
間
の
変
更
に
よ
り
事
前

準
備
や
事
後
処
理
の
時
間
が
確
保

で
き
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
が
期

待
で
き
る
た
め
、
職
員
の
働
き
方

改
革
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　
午
前
８
時
35
分
〜
９
時
お
よ

び
午
後
５
時
〜
５
時
20
分
の
時
間

帯
の
来
庁
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全

体
の
２
・
８
％
、
１
・
７
％
で
計

４
・
５
％
で
あ
り
、
利
用
者
に
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
省
人
化
を
図
り
つ
つ
も
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
き
や
各
種
証
明
書
類
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す

る
。
ま
た
、
郵
便
局
と
の
連
携
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
窓
口
の

拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

受
付
時
間
の
変
更
の
周
知
期
間

を
半
年
程
度
設
け
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
市
民
へ
の

対
応
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
影
響
は
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

ヴァヴェル城

う
ち
く
る 

わ

か
ら
め
て
ぐ
ち

お
ん
さ
く 

じ　
ば
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姫
路
駅
周
辺
に
喫
煙
所
の
設
置
を
―
問　
姫
路
駅
周
辺
の
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
状
況
は
。

答　
２
年
３
月
に
姫
路
駅
周
辺
の

喫
煙
所
を
撤
去
し
て
以
降
、
路
上

喫
煙
禁
止
区
域
内
の
た
ば
こ
の
吸

い
殻
の
本
数
を
調
査
し
て
い
る
が
、

姫
路
駅
北
駅
前
広
場
の
み
ゆ
き
通

り
入
り
口
付
近
で
ポ
イ
捨
て
が
多

い
。
ま
た
、
禁
止
区
域
外
で
は
路

地
裏
な
ど
で
の
喫
煙
に
関
す
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
禁
止
区

域
と
隣
接
し
た
場
所
の
喫
煙
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
禁
止
区
域
に
お
け
る
路
上
喫

煙
の
抑
止
や
再
発
防
止
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
罰
則
強
化
に
向
け
て

過
料
の
額
や
徴
収
方
法
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

ま
た
、
外
部
に
煙
が
漏
れ
な
い

完
全
密
閉
型
の
公
衆
喫
煙
所
を
、

吸
い
殻
ご
み
が
多
い
場
所
の
近
く

に
設
置
す
る
。
７
年
度
に
施
設
の

設
計
を
し
て
８
年
度
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に―

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

市
の
関
わ
り
と
支
援
策
は
。

答　
相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
個
別

に
対
応
し
て
い
る
が
、
支
援
策
は
、

設
け
て
い
な
い
。

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

支
援
策
実
施
の
考
え
は
。

答　
現
在
、
県
が
商
店
街
買
い
物

ア
シ
ス
ト
事
業
を
実
施
し
、
商
店

街
等
が
行
う
移
動
販
売
や
送
迎
車

運
行
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
７
年
度
か
ら
条
件
付
き
で

移
動
販
売
事
業
も
補
助
対
象
に
な

る
予
定
で
、
制
度
の
周
知
を
進
め

て
い
く
。

今
後
、
本
市
も
支
援
策
の
有
効

性
や
必
要
性
を
研
究
し
て
い
く
。

問　
市
と
移
動
販
売
事
業
者
の
連

携
に
よ
る
持
続
可
能
な
仕
組
み
構

築
の
検
討
は
。

答　
買
い
物
難
民
問
題
は
地
域
の

商
業
、
交
通
体
系
や
福
祉
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
関
係
し
て
い
る

た
め
、
関
係
部
局
で
課
題
を
共
有

し
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

医
療
電
話
相
談
の
効
果
検
証
を―

問　
救
急
医
療
電
話
相
談
（
＃
7

1
1
9
）
の
利
用
者
や
相
談
内
容

の
実
績
は
。

答　
大
ま
か
な
区
分
と
な
る
が
16

〜
64
歳
の
年
代
の
相
談
者
が
一
番

多
く
、
相
談
内
容
の
上
位
は
「
成

人
の
発
熱
」「
成
人
の
腹
痛
」「
小

児
の
発
熱
」
の
順
で
あ
る
。

問　
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

答　
1
1
9
番
通
報
に
よ
る
医
療

機
関
等
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数
や

救
急
搬
送
者
に
占
め
る
軽
症
者
割

合
が
減
少
し
て
お
り
、
消
防
局
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

特
に
軽
症
外
傷
に
対
応
し
て
い

る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
＃
7
1

1
9
の
導
入
前
は
市
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
導
入
後
は
案
内
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
迅
速
な
受

診
に
つ
な
が
り
、
医
療
機
関
の
負

担
軽
減
に
も
寄
与
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

姫
路
市
の
林
業
の
活
性
化
を―

問　
森
林
整
備
と
そ
の
促
進
に
関

す
る
費
用
に
充
て
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
い
道
は
。

答　
元
〜
５
年
度
の
総
額
は
約
３

億
７
千
万
円
で
、
う
ち
約
92
％
を

執
行
し
て
い
る
。
６
年
度
の
交
付

予
定
額
は
約
１
億
１
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

主
な
使
い
道
は
、
森
林
資
源
の

循
環
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
図
る
再

造
林
推
進
事
業
、
奥
地
の
森
林
整

備
を
促
進
す
る
条
件
不
利
地
間
伐

等
推
進
事
業
、
製
材
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
燃
料
な
ど
木
材
利
用

促
進
を
図
る
木
材
活
用
推
進
事
業

の
実
施
で
あ
る
。

問　
地
元
産
木
材
の
公
共
施
設
へ

の
活
用
実
績
は
。

答　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

お
よ
び
大
塩
こ
ど
も
園
の
内
装
に

市
産
材
を
、
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
の

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
お
よ
び
書
写
山
観

光
施
設
の
内
装
に
県
産
材
を
活
用

し
て
い
る
。

木
材
価
格
、
調
達
量
、
耐
候
性
、

耐
朽
性
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、

関
係
部
局
と
連
携
し
、
公
共
施
設

へ
の
木
材
利
用
の
促
進
に
努
め
て

い
く
。

高
齢
者
支
援
の
要
を
守
る
た
め―

問　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
の
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク

問
題
の
認
識
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
内

の
周
知
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
質
問

に
対
し
公
式
L
I
N
E
機
能
を
使

っ
た
解
決
方
法
を
案
内
で
き
る
よ

う
、
A
I
に
学
習
さ
せ
る
F
A
Q

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

広
報
ひ
め
じ
で
高
齢
者
や
子
育
て

世
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
D

X
施
策
の
特
集
を
掲
載
し
、
効
果

的
な
広
報
・
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

３
人
体
制
の
必
要
性
は―

問　
副
市
長
を
３
人
体
制
と
し
て

い
る
中
核
市
は
。

答　
全
62
市
の
う
ち
本
市
と
旭
川

市
の
２
市
で
あ
る
。

問　
多
額
の
人
件
費
が
か
か
る
中
、

３
人
体
制
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
３
人
体
制
と
す
る
理
由
は
、

行
政
需
要
が
複
雑
・
多
様
化
し
迅

速
か
つ
高
度
な
判
断
や
調
整
が
求

め
ら
れ
る
行
政
課
題
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
課
題
に
即
応
性

を
確
保
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
に

対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

成
果
は
、
新
美
化
セ
ン
タ
ー
や

仮
称
「
道
の
駅
ひ
め
じ
」
の
整
備
、

姫
路
城
縦
覧
料
改
定
に
係
る
調
整
、

一
般
会
計
予
算
が
過
去
最
大
に―

問　
予
算
編
成
に
込
め
た
市
長
の

思
い
は
。

答　
７
年
度
予
算
で
は
市
民
の

「
命
」
「
く
ら
し
」
「
一
生
」
を

守
り
、
活
力
あ
る
姫
路
を
創
造
す

る
た
め
、
「
ひ
と
」
を
育
む
こ
と
、

国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
「
ま
ち
」

を
築
く
こ
と
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
「
し
く
み
」
を
変
え
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
必
要
な
事

業
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
姫
路
を

実
現
す
る
た
め
、
企
業
立
地
の
促

進
に
よ
る
雇
用
機
会
の
確
保
や
子

育
て
支
援
の
充
実
、
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
若
者
が
住
ん
で
み
た
い
、

住
み
戻
り
た
い
と
思
え
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
市
政
を
推
進

し
て
い
く
。

問　
今
後
の
財
政
展
望
と
運
営
は
。

答　
人
件
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ

る
公
共
施
設
の
管
理
運
営
費
や
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
、
老
朽
化

す
る
公
共
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
費
の
増
な
ど

に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
が
過
去
最
大
の
45
億
円
と

な
る
な
ど
、
今
後
も
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
認
識
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
施
設
の
在
り
方
を
見
直
す
な

ど
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
行
財

政
改
革
を
行
い
つ
つ
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
ま
ち
を
変
革
し
新
た
な
活

気
を
も
た
ら
す
「
ひ
と
」
の
育
成

の
取
り
組
み
や
、
ひ
め
じ
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
等
の
新
た
な
「
交

流
」
を
生
む
拠
点
整
備
な
ど
未
来

へ
の
投
資
も
進
め
て
い
く
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は―

問　
所
信
表
明
に
お
け
る
痛
み
を

伴
う
決
断
と
は
。

答　
本
市
の
人
口
は
2
0
2
4
年

６
月
に
52
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。

50
年
に
は
23
年
よ
り
約
９
万
人
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
人

口
増
加
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

人
口
減
少
の
緩
和
に
向
け
た
積

極
的
な
施
策
展
開
と
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
両
立
に
は
、
社
会
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
事

業
の
見
直
し
や
公
共
施
設
の
廃

止
・
集
約
化
な
ど
大
胆
な
行
財
政

改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
へ

の
投
資
を
先
行
し
て
実
施
し
て
き

た
。
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
最
大
限

活
用
し
時
代
に
適
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

問　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
と
周
知
の
状
況
は
。

答　
５
年
10
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
公
式
L
I
N
E
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
配
信
機
能
だ
け
で
な
く
、

道
路
や
公
園
等
の
不
具
合
の
通
報

や
災
害
時
に
備
え
た
「
命
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」
機
能
な
ど
順
次
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
き
た
が
、
市
民
へ

移
住
定
住
支
援
の
実
施
、
I
C
T

を
活
用
し
た
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
伴
う
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
る
。

問　
山
田
基
靖
副
市
長
の
実
績
と

７
年
度
の
役
割
は
。

答　
観
光
経
済
や
高
等
教
育
、
危

機
管
理
、
消
防
、
デ
ジ
タ
ル
行
政

に
加
え
、
子
ど
も
支
援
な
ど
の
幅

広
い
分
野
を
所
掌
し
、
総
合
的
に

政
策
形
成
・
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

実
績
は
、
姫
路
城
縦
覧
料
改
定

に
係
る
調
整
の
他
、
未
来
を
ひ
ら

く
「
人
づ
く
り
改
革
」
の
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
子
育
て
支
援
政
策

や
女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進
の

企
画
・
立
案
等
で
あ
る
。

７
年
度
以
降
も
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
事
業
展
開
を
予
定
し
て
お

り
、
元
外
交
官
と
し
て
の
知
見
を

生
か
し
た
人
口
減
少
社
会
で
必
要

と
な
る
国
際
戦
略
の
取
り
ま
と
め

な
ど
、
所
掌
事
項
の
政
策
に
つ
い

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し

て
い
く
。

な
ぜ
海
外
姉
妹
城
が
増
え
る
の
か
―
問　
国
際
交
流
戦
略
は
あ
る
の
か
。

答　
４
年
３
月
策
定
の
国
際
化
推

進
プ
ラ
ン
で
「
海
外
姉
妹
都
市
等

と
の
交
流
の
推
進
」
を
掲
げ
、
幅

広
い
分
野
で
国
際
交
流
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
が
持
続
可
能
な
発
展
を
遂

げ
る
に
は
、
本
市
の
認
知
度
や
価

値
を
向
上
さ
せ
地
域
活
力
の
維
持

拡
大
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
「
世

界
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
国
際
戦
略
の
策

定
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
清
元
市
政
で
締
結
し
た
姉
妹

城
提
携
に
よ
る
効
果
は
。

答　
コ
ン
ウ
ィ
城
に
つ
い
て
は
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
分
野
な

ど
で
交
流
が
あ
る
の
で
、
姫
路
城

と
本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
海
外

か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

ヴ
ァ
ヴ
ェ
ル
城
に
つ
い
て
は
、

同
城
が
あ
る
ク
ラ
ク
フ
市
に
在
住

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
子
ど
も

を
本
市
に
招
き
、
市
民
交
流
の
機

会
の
提
供
や
、
次
世
代
に
つ
な
が

る
新
し
い
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
経
済
波
及
効
果
は
分

か
ら
な
い
が
、
企
業
間
連
携
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

民
間
企
業
同
士
の
交
流
が
深
ま
る

と
期
待
し
て
い
る
。

問　
新
た
な
海
外
姉
妹
城
提
携
に

係
る
経
費
は
。

答　
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
と
の

新
た
な
姉
妹
城
提
携
に
つ
い
て
、

７
年
度
に
訪
問
団
を
受
け
入
れ
る

予
定
で
、
締
結
式
に
関
す
る
経
費

1
3
5
万
円
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
経
費
2
9
7

万
８
千
円
で
計
4
3
2
万
８
千
円

で
あ
る
。

観
光
資
源
の
活
用
と
保
存
継
承
を
―
問　
縦
覧
料
算
定
の
根
拠
は
。

答　
今
後
10
年
間
に
必
要
な
事
業

費
は
約
2
8
0
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
内
訳
は
内
曲
輪
内
の
建
造

物
保
存
修
理
な
ど
に
約
1
6
0
億

円
、
大
手
前
公
園
地
下
駐
車
場
の

改
修
な
ど
に
約
60
億
円
、
好
古
園

の
改
修
に
約
35
億
円
、
お
も
て
な

し
や
観
光
施
策
経
費
に
約
25
億
円

と
試
算
し
て
い
る
。

縦
覧
料
の
改
定
で
年
間
来
場
者

数
は
５
年
度
の
1
4
8
万
人
か
ら

1
2
0
万
人
程
度
に
減
少
す
る
と

想
定
し
、
10
年
間
の
縦
覧
料
は
約

2
1
0
億
円
、
国
庫
補
助
金
や
好

古
園
入
園
料
等
を
合
わ
せ
て
計
約

2
6
0
億
円
の
収
入
を
見
込
み
、

一
般
財
源
か
ら
約
20
億
円
充
当
す

る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
夜
間
閉
鎖
の

目
的
と
警
備
体
制
は
。

答　
２
年
に
姫
路
城
有
料
区
域
内

で
夜
間
侵
入
事
案
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
三
の
丸
広
場
で

の
長
期
開
催
イ
ベ
ン
ト
等
の
期
間

中
に
、
防
火
や
防
犯
、
通
行
人
の

安
全
対
策
の
た
め
試
験
的
に
夜
間

閉
鎖
し
て
き
た
。
来
城
者
が
増
加

し
、
さ
ら
な
る
防
犯
体
制
と
安
全

対
策
の
強
化
の
た
め
通
年
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

警
備
体
制
は
、
大
手
門
は
木
製

の
門
扉
で
閉
鎖
し
、
搦
手
口
付
近

は
鉄
製
の
キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
を

設
置
し
て
機
械
警
備
を
導
入
す
る
。

監
視
カ
メ
ラ
72
台
に
よ
る
常
時
監

視
を
行
い
、
体
制
強
化
を
図
る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
有
料
化
は
。

答　
動
物
園
の
状
況
や
御
作
事
場

の
復
元
整
備
な
ど
を
踏
ま
え
、
内

曲
輪
内
の
安
全
か
つ
快
適
な
見
学

環
境
の
整
備
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

次の定例会は
６月上旬

開会予定です。
詳しいことは議事課まで
お問い合わせください
（221-2033）

老
朽
化
す
る
施
設
の
整
備
を―

問　
本
市
で
も
下
水
道
管
の
破
損

に
よ
る
道
路
陥
没
は
発
生
し
て
い

る
の
か
。

答　
５
年
度
に
カ
メ
ラ
を
使
用
し

た
管
内
の
調
査
を
約
２
㌔
㍍
実
施

し
た
結
果
、
破
損
箇
所
が
９
カ
所

あ
り
、
下
水
道
管
路
施
設
に
起
因

す
る
道
路
陥
没
は
18
件
発
生
し
て

い
る
。

問　
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
は
。

答　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
下
水
道

管
は
約
6
6
0
㌔
㍍
あ
る
。
７
年

度
か
ら
詳
細
調
査
を
20
㌔
㍍
、
設

置
後
50
年
以
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
を
中
心
に
管
路
点
検
を
80
㌔
㍍

す
る
予
定
で
、
腐
食
等
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
詳
細
カ
メ
ラ
調

査
や
道
路
空
洞
調
査
を
行
い
、
年

間
10
㌔
㍍
を
目
標
に
改
築
工
事
を

実
施
す
る
。

皮
革
排
水
管
は
約
23
㌔
㍍
で
す

べ
て
調
査
が
終
了
し
、
約
８
㌔
㍍

の
管
更
生
等
が
完
了
し
て
い
る

が
、
腐
食
の
進
行
が
早
い
た
め
順

次
工
事
し
て
い
く
。

問　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
と

老
朽
化
対
策
は
。

答　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
は

５
年
度
に
3
4
3
件
発
生
し
て
い

る
が
、
９
割
以
上
が
個
人
設
置
の

給
水
管
で
あ
り
、
水
道
本
管
の
漏

水
は
19
件
で
あ
っ
た
。

６
年
度
に
県
下
一
斉
の
人
工
衛

星
を
利
用
し
た
漏
水
調
査
に
本
市

も
参
画
し
、
漏
水
箇
所
の
早
期
発

見
や
作
業
効
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

老
朽
管
路
の
更
新
は
、
災
害
時

の
避
難
所
や
病
院
な
ど
重
要
給
水

施
設
に
つ
な
が
る
管
路
を
優
先

し
、
管
種
や
経
過
年
数
に
よ
る
更

新
順
位
に
加
え
、
A
I
に
よ
る
劣

化
診
断
も
活
用
す
る
こ
と
で
効
率

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
整
理
を
―
問　
近
年
の
予
算
か
ら
見
た
公
共

施
設
の
財
政
状
況
は
。

答　
６
年
度
中
に
姫
路
市
勤
労
市

民
会
館
と
ア
イ
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
い

え
し
ま
荘
を
廃
止
す
る
こ
と
で
約

5
8
0
0
万
円
の
運
営
経
費
が
削

減
と
な
る
が
、
新
た
な
大
型
公
共

施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

削
減
額
以
上
の
運
営
経
費
が
必
要

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
公
共
施
設
の
統
廃
合
は
。

答　
整
備
後
30
年
経
過
し
た
公
共

施
設
の
床
面
積
は
、
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
る
。
姫
路
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
37

年
度
ま
で
の
40
年
間
で
床
面
積
総

量
を
20
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
、

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

学
校
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
老

朽
化
対
策
に
加
え
、
包
括
管
理
業

務
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
施

設
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
つ
つ
、

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
な
る
よ

う
適
正
規
模
・
適
正
配
置
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
今
後
の
計
画
は
。

答　
７
年
度
に
策
定
す
る
新
た
な

総
合
管
理
計
画
で
は
、
床
面
積
総

量
の
目
標
を
見
直
し
、
施
設
分
類

別
に
取
り
組
み
方
針
を
定
め
、
長

期
的
な
目
標
だ
け
で
な
く
短
期
的

な
目
標
も
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
の
活
用
計
画
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
集
約
化
・
複

合
化
に
伴
う
施
設
の
除
却
事
業
が

新
た
に
起
債
対
象
に
追
加
さ
れ
た

た
め
、
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化

の
際
に
事
業
債
を
活
用
し
、
施
設

の
ス
ト
ッ
ク
量
の
最
適
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

信
頼
あ
る
行
政
運
営
の
推
進
を―

問　
７
年
７
月
１
日
か
ら
窓
口
業

務
の
受
付
時
間
を
現
行
の
午
前
８

時
35
分
〜
午
後
５
時
20
分
か
ら
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
変
更
す
る

が
、
そ
の
効
果
は
。

答　
５
年
度
に
職
員
が
受
付
時
間

の
前
後
で
窓
口
対
応
し
た
時
間
外

勤
務
時
間
数
は
、
約
３
万
6
0
0

0
時
間
で
あ
っ
た
。

受
付
時
間
の
変
更
に
よ
り
事
前

準
備
や
事
後
処
理
の
時
間
が
確
保

で
き
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
が
期

待
で
き
る
た
め
、
職
員
の
働
き
方

改
革
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　
午
前
８
時
35
分
〜
９
時
お
よ

び
午
後
５
時
〜
５
時
20
分
の
時
間

帯
の
来
庁
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全

体
の
２
・
８
％
、
１
・
７
％
で
計

４
・
５
％
で
あ
り
、
利
用
者
に
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
省
人
化
を
図
り
つ
つ
も
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
き
や
各
種
証
明
書
類
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す

る
。
ま
た
、
郵
便
局
と
の
連
携
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
窓
口
の

拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

受
付
時
間
の
変
更
の
周
知
期
間

を
半
年
程
度
設
け
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
市
民
へ
の

対
応
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
影
響
は
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

容
は
、
要
介
護
者
や
要
支
援
者
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
と
の
連
絡
調
整
で
あ

る
が
、
利
用
者
等
の
要
請
で
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
救
急
搬
送

時
の
同
乗
な
ど
法
定
業
務
以
外
の

用
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
介
護
人
材
を
確
保
し

て
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運

営
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
問
題
解
決
の
た
め
の
対
応
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
範

囲
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
他
都
市

で
作
成
さ
れ
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
早

急
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
利
用

者
家
族
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
も
留
意
し
、

本
市
の
地
域
ケ
ア
推
進
協
議
会
や

医
療
介
護
連
携
会
議
で
議
論
し
て

い
く
。

通
い
た
く
な
る
学
校
に―

問　
子
育
て
環
境
の
充
実
と
小
中

学
校
の
統
廃
合
は
両
立
す
る
の
か
。

答　
学
校
で
は
教
科
等
の
知
識
や

技
能
習
得
だ
け
で
な
く
、
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
思
考

力
等
を
育
み
規
範
意
識
等
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

一
定
規
模
の
児
童
生
徒
集
団
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

市
長
部
局
が
取
り
組
む
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
子
育
て

環
境
の
充
実
に
、
教
育
委
員
会
も

連
携
・
協
力
し
て
い
く
。

問　
学
校
協
議
会
や
説
明
会
に
教

育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
長
部

局
の
担
当
や
市
長
も
出
向
く
べ
き

で
は
。

答　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

り
と
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
長
と
意
見
交
換
し
て
お
り
、

非
常
に
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
常

に
現
場
主
義
を
通
し
て
き
た
の
で
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
説

明
会
や
意
見
交
換
の
場
に
出
向
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
６
年
度
の
「
子
ど
も
の
学
校

改
革
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
城

北
小
学
校
と
飾
磨
中
部
中
学
校
の

２
校
を
選
定
し
た
経
緯
は
。

答　
教
育
長
の
学
校
訪
問
の
際
に
、

校
長
等
か
ら
「
こ
ん
な
空
間
が
欲

し
い
」
と
の
ア
イ
デ
ア
提
案
が
あ

り
、
初
の
取
り
組
み
の
た
め
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
小
中
学
校
各
１

校
を
選
定
し
た
。

問　
募
集
期
間
と
金
額
設
定
は
。

答　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
の
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

利
用
し
て
お
り
、
募
集
期
間
は
同

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
様
の
最
大

募
集
期
間
90
日
に
設
定
し
た
。
募

集
金
額
は
速
や
か
に
着
手
、
実
行

可
能
な
金
額
と
し
て
１
校
当
た
り

1
5
0
万
円
に
設
定
し
た
。

問　
７
年
度
以
降
の
選
定
方
法
や

審
査
基
準
は
。

答　
市
立
学
校
か
ら
広
く
募
集
す

る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
審
査

基
準
は
定
め
て
い
な
い
が
、
空
き

教
室
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
大
切

に
し
、
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ア
イ
デ
ア
を
選
定
し
た
い
。

公
園
の
整
理
活
用
を―

問　
飾
磨
中
央
公
園
に
導
入
す
る

公
募
設
置
管
理
制
度
を
他
の
公
園

に
も
活
用
し
て
は
。

答　
同
中
央
公
園
で
の
成
果
や
効

果
を
検
証
し
た
上
で
活
用
を
検
討

し
た
い
。

問　
街
区
公
園
の
整
理
統
合
は
。

答　
地
区
公
園
や
近
隣
公
園
な
ど

大
規
模
な
公
園
の
新
設
時
に
、
周

辺
に
所
在
の
街
区
公
園
の
機
能
が

再
編
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
公
園
の
集
約
化
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
る
。

問　
姫
路
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
37
年
ま
で
に
施
設
床
面

積
総
量
20
％
削
減
と
あ
る
が
、
公

園
敷
地
の
売
却
検
討
は
。

答　
公
園
の
削
減
は
、
人
口
減
少

の
進
行
状
況
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
機
能
再
編
・

集
約
化
の
可
能
性
を
探
る
。
他
都

市
の
事
例
や
国
の
動
向
を
注
視
し
、

引
き
続
き
都
市
公
園
の
廃
止
を
研

究
す
る
。

売
却
は
、
ま
ず
ど
の
公
園
を
機

能
再
編
・
集
約
化
す
る
か
を
考
え

て
か
ら
検
討
し
た
い
。

合
葬
式
墓
地
の
整
備
を―

問　
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
合
葬

式
墓
地
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答　
合
葬
式
墓
地
の
種
類
は
、
樹

木
葬
、
納
骨
堂
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
、
公
営
の
墓

地
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
収
納
可

能
数
は
多
い
と
こ
ろ
で
１
万
体
、

使
用
料
は
５
万
〜
10
万
円
で
、
別

料
金
で
一
定
期
間
、
個
別
管
理
を

選
択
で
き
る
施
設
も
あ
る
。

現
在
、
名
古
山
霊
苑
納
骨
堂
で

永
代
供
養
の
納
骨
を
受
け
て
い
る

が
、
多
様
な
形
態
の
墓
地
供
給
が

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
合
葬
式

墓
地
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
方
針
は
。

答　
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
既
存

の
納
骨
堂
と
合
葬
式
墓
地
と
の
運

営
面
で
の
整
合
性
確
保
等
の
課
題

が
あ
る
。
市
民
や
有
識
者
の
意
見
、

他
都
市
の
状
況
を
参
考
に
、
姫
路

西
霊
苑
の
有
効
活
用
を
含
め
、
設

置
場
所
お
よ
び
運
営
方
法
を
検
討

の
上
、
最
適
な
施
設
整
備
を
図
り
、

霊
苑
の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
経

営
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
―
問　
養
育
費
の
確
保
策
は
。

答　
養
育
費
支
援
事
業
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
弁
護
士
の
専
門

相
談
を
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。

養
育
費
確
保
事
業
と
し
て
、
令

和
２
年
度
か
ら
養
育
費
の
支
払
い

を
定
め
た
公
正
証
書
等
の
作
成
費

用
お
よ
び
民
間
の
養
育
費
保
証
契

約
を
締
結
し
た
際
の
初
年
度
の
保

証
料
に
対
す
る
費
用
の
助
成
を
し

て
い
る
。

問　
市
に
よ
る
養
育
費
の
立
て
替

え
は
。

答　
立
て
替
え
た
養
育
費
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
滞
納
債
権

に
な
る
。
ま
た
、
立
て
替
え
が
そ

の
後
の
養
育
費
の
支
払
い
履
行
に

与
え
る
効
果
な
ど
整
理
す
べ
き
事

項
が
あ
る
た
め
、
実
施
中
の
他
都

市
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
た
い
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
が
面
会
交
流

支
援
団
体
に
支
払
う
利
用
料
へ
の

助
成
支
援
は
。

答　
事
業
実
施
に
は
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
や
そ
の
効
果
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
が
抱
え

る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
上
で
必
要
な

事
業
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

下水道管のカメラ調査の様子

上
下
水
道

公
共
施
設

窓口受付時間の変更

市
役
所
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姫
路
駅
周
辺
に
喫
煙
所
の
設
置
を
―
問　
姫
路
駅
周
辺
の
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
状
況
は
。

答　
２
年
３
月
に
姫
路
駅
周
辺
の

喫
煙
所
を
撤
去
し
て
以
降
、
路
上

喫
煙
禁
止
区
域
内
の
た
ば
こ
の
吸

い
殻
の
本
数
を
調
査
し
て
い
る
が
、

姫
路
駅
北
駅
前
広
場
の
み
ゆ
き
通

り
入
り
口
付
近
で
ポ
イ
捨
て
が
多

い
。
ま
た
、
禁
止
区
域
外
で
は
路

地
裏
な
ど
で
の
喫
煙
に
関
す
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
禁
止
区

域
と
隣
接
し
た
場
所
の
喫
煙
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
禁
止
区
域
に
お
け
る
路
上
喫

煙
の
抑
止
や
再
発
防
止
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
罰
則
強
化
に
向
け
て

過
料
の
額
や
徴
収
方
法
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

ま
た
、
外
部
に
煙
が
漏
れ
な
い

完
全
密
閉
型
の
公
衆
喫
煙
所
を
、

吸
い
殻
ご
み
が
多
い
場
所
の
近
く

に
設
置
す
る
。
７
年
度
に
施
設
の

設
計
を
し
て
８
年
度
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に―

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

市
の
関
わ
り
と
支
援
策
は
。

答　
相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
個
別

に
対
応
し
て
い
る
が
、
支
援
策
は
、

設
け
て
い
な
い
。

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

支
援
策
実
施
の
考
え
は
。

答　
現
在
、
県
が
商
店
街
買
い
物

ア
シ
ス
ト
事
業
を
実
施
し
、
商
店

街
等
が
行
う
移
動
販
売
や
送
迎
車

運
行
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
７
年
度
か
ら
条
件
付
き
で

移
動
販
売
事
業
も
補
助
対
象
に
な

る
予
定
で
、
制
度
の
周
知
を
進
め

て
い
く
。

今
後
、
本
市
も
支
援
策
の
有
効

性
や
必
要
性
を
研
究
し
て
い
く
。

問　
市
と
移
動
販
売
事
業
者
の
連

携
に
よ
る
持
続
可
能
な
仕
組
み
構

築
の
検
討
は
。

答　
買
い
物
難
民
問
題
は
地
域
の

商
業
、
交
通
体
系
や
福
祉
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
関
係
し
て
い
る

た
め
、
関
係
部
局
で
課
題
を
共
有

し
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

医
療
電
話
相
談
の
効
果
検
証
を―

問　
救
急
医
療
電
話
相
談
（
＃
7

1
1
9
）
の
利
用
者
や
相
談
内
容

の
実
績
は
。

答　
大
ま
か
な
区
分
と
な
る
が
16

〜
64
歳
の
年
代
の
相
談
者
が
一
番

多
く
、
相
談
内
容
の
上
位
は
「
成

人
の
発
熱
」「
成
人
の
腹
痛
」「
小

児
の
発
熱
」
の
順
で
あ
る
。

問　
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

答　
1
1
9
番
通
報
に
よ
る
医
療

機
関
等
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数
や

救
急
搬
送
者
に
占
め
る
軽
症
者
割

合
が
減
少
し
て
お
り
、
消
防
局
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

特
に
軽
症
外
傷
に
対
応
し
て
い

る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
＃
7
1

1
9
の
導
入
前
は
市
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
導
入
後
は
案
内
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
迅
速
な
受

診
に
つ
な
が
り
、
医
療
機
関
の
負

担
軽
減
に
も
寄
与
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

姫
路
市
の
林
業
の
活
性
化
を―

問　
森
林
整
備
と
そ
の
促
進
に
関

す
る
費
用
に
充
て
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
い
道
は
。

答　
元
〜
５
年
度
の
総
額
は
約
３

億
７
千
万
円
で
、
う
ち
約
92
％
を

執
行
し
て
い
る
。
６
年
度
の
交
付

予
定
額
は
約
１
億
１
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

主
な
使
い
道
は
、
森
林
資
源
の

循
環
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
図
る
再

造
林
推
進
事
業
、
奥
地
の
森
林
整

備
を
促
進
す
る
条
件
不
利
地
間
伐

等
推
進
事
業
、
製
材
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
燃
料
な
ど
木
材
利
用

促
進
を
図
る
木
材
活
用
推
進
事
業

の
実
施
で
あ
る
。

問　
地
元
産
木
材
の
公
共
施
設
へ

の
活
用
実
績
は
。

答　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

お
よ
び
大
塩
こ
ど
も
園
の
内
装
に

市
産
材
を
、
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
の

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
お
よ
び
書
写
山
観

光
施
設
の
内
装
に
県
産
材
を
活
用

し
て
い
る
。

木
材
価
格
、
調
達
量
、
耐
候
性
、

耐
朽
性
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、

関
係
部
局
と
連
携
し
、
公
共
施
設

へ
の
木
材
利
用
の
促
進
に
努
め
て

い
く
。

高
齢
者
支
援
の
要
を
守
る
た
め―

問　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
の
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク

問
題
の
認
識
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
内

の
周
知
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
質
問

に
対
し
公
式
L
I
N
E
機
能
を
使

っ
た
解
決
方
法
を
案
内
で
き
る
よ

う
、
A
I
に
学
習
さ
せ
る
F
A
Q

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

広
報
ひ
め
じ
で
高
齢
者
や
子
育
て

世
帯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
D

X
施
策
の
特
集
を
掲
載
し
、
効
果

的
な
広
報
・
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

３
人
体
制
の
必
要
性
は―

問　
副
市
長
を
３
人
体
制
と
し
て

い
る
中
核
市
は
。

答　
全
62
市
の
う
ち
本
市
と
旭
川

市
の
２
市
で
あ
る
。

問　
多
額
の
人
件
費
が
か
か
る
中
、

３
人
体
制
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
３
人
体
制
と
す
る
理
由
は
、

行
政
需
要
が
複
雑
・
多
様
化
し
迅

速
か
つ
高
度
な
判
断
や
調
整
が
求

め
ら
れ
る
行
政
課
題
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
課
題
に
即
応
性

を
確
保
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
に

対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

成
果
は
、
新
美
化
セ
ン
タ
ー
や

仮
称
「
道
の
駅
ひ
め
じ
」
の
整
備
、

姫
路
城
縦
覧
料
改
定
に
係
る
調
整
、

一
般
会
計
予
算
が
過
去
最
大
に―

問　
予
算
編
成
に
込
め
た
市
長
の

思
い
は
。

答　
７
年
度
予
算
で
は
市
民
の

「
命
」
「
く
ら
し
」
「
一
生
」
を

守
り
、
活
力
あ
る
姫
路
を
創
造
す

る
た
め
、
「
ひ
と
」
を
育
む
こ
と
、

国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
「
ま
ち
」

を
築
く
こ
と
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
「
し
く
み
」
を
変
え
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
必
要
な
事

業
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
姫
路
を

実
現
す
る
た
め
、
企
業
立
地
の
促

進
に
よ
る
雇
用
機
会
の
確
保
や
子

育
て
支
援
の
充
実
、
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
若
者
が
住
ん
で
み
た
い
、

住
み
戻
り
た
い
と
思
え
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
市
政
を
推
進

し
て
い
く
。

問　
今
後
の
財
政
展
望
と
運
営
は
。

答　
人
件
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ

る
公
共
施
設
の
管
理
運
営
費
や
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
、
老
朽
化

す
る
公
共
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
費
の
増
な
ど

に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
が
過
去
最
大
の
45
億
円
と

な
る
な
ど
、
今
後
も
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
認
識
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
施
設
の
在
り
方
を
見
直
す
な

ど
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
行
財

政
改
革
を
行
い
つ
つ
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
ま
ち
を
変
革
し
新
た
な
活

気
を
も
た
ら
す
「
ひ
と
」
の
育
成

の
取
り
組
み
や
、
ひ
め
じ
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
等
の
新
た
な
「
交

流
」
を
生
む
拠
点
整
備
な
ど
未
来

へ
の
投
資
も
進
め
て
い
く
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は―

問　
所
信
表
明
に
お
け
る
痛
み
を

伴
う
決
断
と
は
。

答　
本
市
の
人
口
は
2
0
2
4
年

６
月
に
52
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。

50
年
に
は
23
年
よ
り
約
９
万
人
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
人

口
増
加
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

人
口
減
少
の
緩
和
に
向
け
た
積

極
的
な
施
策
展
開
と
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
両
立
に
は
、
社
会
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
事

業
の
見
直
し
や
公
共
施
設
の
廃

止
・
集
約
化
な
ど
大
胆
な
行
財
政

改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
へ

の
投
資
を
先
行
し
て
実
施
し
て
き

た
。
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
最
大
限

活
用
し
時
代
に
適
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

問　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
と
周
知
の
状
況
は
。

答　
５
年
10
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
公
式
L
I
N
E
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
配
信
機
能
だ
け
で
な
く
、

道
路
や
公
園
等
の
不
具
合
の
通
報

や
災
害
時
に
備
え
た
「
命
の
パ
ス

ポ
ー
ト
」
機
能
な
ど
順
次
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
き
た
が
、
市
民
へ

移
住
定
住
支
援
の
実
施
、
I
C
T

を
活
用
し
た
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
伴
う
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
る
。

問　
山
田
基
靖
副
市
長
の
実
績
と

７
年
度
の
役
割
は
。

答　
観
光
経
済
や
高
等
教
育
、
危

機
管
理
、
消
防
、
デ
ジ
タ
ル
行
政

に
加
え
、
子
ど
も
支
援
な
ど
の
幅

広
い
分
野
を
所
掌
し
、
総
合
的
に

政
策
形
成
・
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

実
績
は
、
姫
路
城
縦
覧
料
改
定

に
係
る
調
整
の
他
、
未
来
を
ひ
ら

く
「
人
づ
く
り
改
革
」
の
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
子
育
て
支
援
政
策

や
女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進
の

企
画
・
立
案
等
で
あ
る
。

７
年
度
以
降
も
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
事
業
展
開
を
予
定
し
て
お

り
、
元
外
交
官
と
し
て
の
知
見
を

生
か
し
た
人
口
減
少
社
会
で
必
要

と
な
る
国
際
戦
略
の
取
り
ま
と
め

な
ど
、
所
掌
事
項
の
政
策
に
つ
い

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し

て
い
く
。

な
ぜ
海
外
姉
妹
城
が
増
え
る
の
か
―
問　
国
際
交
流
戦
略
は
あ
る
の
か
。

答　
４
年
３
月
策
定
の
国
際
化
推

進
プ
ラ
ン
で
「
海
外
姉
妹
都
市
等

と
の
交
流
の
推
進
」
を
掲
げ
、
幅

広
い
分
野
で
国
際
交
流
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
が
持
続
可
能
な
発
展
を
遂

げ
る
に
は
、
本
市
の
認
知
度
や
価

値
を
向
上
さ
せ
地
域
活
力
の
維
持

拡
大
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
「
世

界
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
国
際
戦
略
の
策

定
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
清
元
市
政
で
締
結
し
た
姉
妹

城
提
携
に
よ
る
効
果
は
。

答　
コ
ン
ウ
ィ
城
に
つ
い
て
は
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
分
野
な

ど
で
交
流
が
あ
る
の
で
、
姫
路
城

と
本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
海
外

か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

ヴ
ァ
ヴ
ェ
ル
城
に
つ
い
て
は
、

同
城
が
あ
る
ク
ラ
ク
フ
市
に
在
住

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
子
ど
も

を
本
市
に
招
き
、
市
民
交
流
の
機

会
の
提
供
や
、
次
世
代
に
つ
な
が

る
新
し
い
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
経
済
波
及
効
果
は
分

か
ら
な
い
が
、
企
業
間
連
携
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

民
間
企
業
同
士
の
交
流
が
深
ま
る

と
期
待
し
て
い
る
。

問　
新
た
な
海
外
姉
妹
城
提
携
に

係
る
経
費
は
。

答　
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
と
の

新
た
な
姉
妹
城
提
携
に
つ
い
て
、

７
年
度
に
訪
問
団
を
受
け
入
れ
る

予
定
で
、
締
結
式
に
関
す
る
経
費

1
3
5
万
円
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
経
費
2
9
7

万
８
千
円
で
計
4
3
2
万
８
千
円

で
あ
る
。

観
光
資
源
の
活
用
と
保
存
継
承
を
―
問　
縦
覧
料
算
定
の
根
拠
は
。

答　
今
後
10
年
間
に
必
要
な
事
業

費
は
約
2
8
0
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
内
訳
は
内
曲
輪
内
の
建
造

物
保
存
修
理
な
ど
に
約
1
6
0
億

円
、
大
手
前
公
園
地
下
駐
車
場
の

改
修
な
ど
に
約
60
億
円
、
好
古
園

の
改
修
に
約
35
億
円
、
お
も
て
な

し
や
観
光
施
策
経
費
に
約
25
億
円

と
試
算
し
て
い
る
。

縦
覧
料
の
改
定
で
年
間
来
場
者

数
は
５
年
度
の
1
4
8
万
人
か
ら

1
2
0
万
人
程
度
に
減
少
す
る
と

想
定
し
、
10
年
間
の
縦
覧
料
は
約

2
1
0
億
円
、
国
庫
補
助
金
や
好

古
園
入
園
料
等
を
合
わ
せ
て
計
約

2
6
0
億
円
の
収
入
を
見
込
み
、

一
般
財
源
か
ら
約
20
億
円
充
当
す

る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
夜
間
閉
鎖
の

目
的
と
警
備
体
制
は
。

答　
２
年
に
姫
路
城
有
料
区
域
内

で
夜
間
侵
入
事
案
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
三
の
丸
広
場
で

の
長
期
開
催
イ
ベ
ン
ト
等
の
期
間

中
に
、
防
火
や
防
犯
、
通
行
人
の

安
全
対
策
の
た
め
試
験
的
に
夜
間

閉
鎖
し
て
き
た
。
来
城
者
が
増
加

し
、
さ
ら
な
る
防
犯
体
制
と
安
全

対
策
の
強
化
の
た
め
通
年
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

警
備
体
制
は
、
大
手
門
は
木
製

の
門
扉
で
閉
鎖
し
、
搦
手
口
付
近

は
鉄
製
の
キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
を

設
置
し
て
機
械
警
備
を
導
入
す
る
。

監
視
カ
メ
ラ
72
台
に
よ
る
常
時
監

視
を
行
い
、
体
制
強
化
を
図
る
。

問　
三
の
丸
広
場
の
有
料
化
は
。

答　
動
物
園
の
状
況
や
御
作
事
場

の
復
元
整
備
な
ど
を
踏
ま
え
、
内

曲
輪
内
の
安
全
か
つ
快
適
な
見
学

環
境
の
整
備
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

老
朽
化
す
る
施
設
の
整
備
を―

問　
本
市
で
も
下
水
道
管
の
破
損

に
よ
る
道
路
陥
没
は
発
生
し
て
い

る
の
か
。

答　
５
年
度
に
カ
メ
ラ
を
使
用
し

た
管
内
の
調
査
を
約
２
㌔
㍍
実
施

し
た
結
果
、
破
損
箇
所
が
９
カ
所

あ
り
、
下
水
道
管
路
施
設
に
起
因

す
る
道
路
陥
没
は
18
件
発
生
し
て

い
る
。

問　
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
は
。

答　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
下
水
道

管
は
約
6
6
0
㌔
㍍
あ
る
。
７
年

度
か
ら
詳
細
調
査
を
20
㌔
㍍
、
設

置
後
50
年
以
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
を
中
心
に
管
路
点
検
を
80
㌔
㍍

す
る
予
定
で
、
腐
食
等
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
詳
細
カ
メ
ラ
調

査
や
道
路
空
洞
調
査
を
行
い
、
年

間
10
㌔
㍍
を
目
標
に
改
築
工
事
を

実
施
す
る
。

皮
革
排
水
管
は
約
23
㌔
㍍
で
す

べ
て
調
査
が
終
了
し
、
約
８
㌔
㍍

の
管
更
生
等
が
完
了
し
て
い
る

が
、
腐
食
の
進
行
が
早
い
た
め
順

次
工
事
し
て
い
く
。

問　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
と

老
朽
化
対
策
は
。

答　
水
道
管
の
漏
水
発
生
件
数
は

５
年
度
に
3
4
3
件
発
生
し
て
い

る
が
、
９
割
以
上
が
個
人
設
置
の

給
水
管
で
あ
り
、
水
道
本
管
の
漏

水
は
19
件
で
あ
っ
た
。

６
年
度
に
県
下
一
斉
の
人
工
衛

星
を
利
用
し
た
漏
水
調
査
に
本
市

も
参
画
し
、
漏
水
箇
所
の
早
期
発

見
や
作
業
効
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

老
朽
管
路
の
更
新
は
、
災
害
時

の
避
難
所
や
病
院
な
ど
重
要
給
水

施
設
に
つ
な
が
る
管
路
を
優
先

し
、
管
種
や
経
過
年
数
に
よ
る
更

新
順
位
に
加
え
、
A
I
に
よ
る
劣

化
診
断
も
活
用
す
る
こ
と
で
効
率

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
整
理
を
―
問　
近
年
の
予
算
か
ら
見
た
公
共

施
設
の
財
政
状
況
は
。

答　
６
年
度
中
に
姫
路
市
勤
労
市

民
会
館
と
ア
イ
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス
い

え
し
ま
荘
を
廃
止
す
る
こ
と
で
約

5
8
0
0
万
円
の
運
営
経
費
が
削

減
と
な
る
が
、
新
た
な
大
型
公
共

施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

削
減
額
以
上
の
運
営
経
費
が
必
要

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
公
共
施
設
の
統
廃
合
は
。

答　
整
備
後
30
年
経
過
し
た
公
共

施
設
の
床
面
積
は
、
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
る
。
姫
路
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
37

年
度
ま
で
の
40
年
間
で
床
面
積
総

量
を
20
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
、

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

学
校
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
老

朽
化
対
策
に
加
え
、
包
括
管
理
業

務
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
施

設
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
つ
つ
、

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
な
る
よ

う
適
正
規
模
・
適
正
配
置
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
今
後
の
計
画
は
。

答　
７
年
度
に
策
定
す
る
新
た
な

総
合
管
理
計
画
で
は
、
床
面
積
総

量
の
目
標
を
見
直
し
、
施
設
分
類

別
に
取
り
組
み
方
針
を
定
め
、
長

期
的
な
目
標
だ
け
で
な
く
短
期
的

な
目
標
も
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
の
活
用
計
画
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
集
約
化
・
複

合
化
に
伴
う
施
設
の
除
却
事
業
が

新
た
に
起
債
対
象
に
追
加
さ
れ
た

た
め
、
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化

の
際
に
事
業
債
を
活
用
し
、
施
設

の
ス
ト
ッ
ク
量
の
最
適
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

信
頼
あ
る
行
政
運
営
の
推
進
を―

問　
７
年
７
月
１
日
か
ら
窓
口
業

務
の
受
付
時
間
を
現
行
の
午
前
８

時
35
分
〜
午
後
５
時
20
分
か
ら
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
変
更
す
る

が
、
そ
の
効
果
は
。

答　
５
年
度
に
職
員
が
受
付
時
間

の
前
後
で
窓
口
対
応
し
た
時
間
外

勤
務
時
間
数
は
、
約
３
万
6
0
0

0
時
間
で
あ
っ
た
。

受
付
時
間
の
変
更
に
よ
り
事
前

準
備
や
事
後
処
理
の
時
間
が
確
保

で
き
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
が
期

待
で
き
る
た
め
、
職
員
の
働
き
方

改
革
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　
午
前
８
時
35
分
〜
９
時
お
よ

び
午
後
５
時
〜
５
時
20
分
の
時
間

帯
の
来
庁
者
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全

体
の
２
・
８
％
、
１
・
７
％
で
計

４
・
５
％
で
あ
り
、
利
用
者
に
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
省
人
化
を
図
り
つ
つ
も
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
き
や
各
種
証
明
書
類
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す

る
。
ま
た
、
郵
便
局
と
の
連
携
に

よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
窓
口
の

拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

受
付
時
間
の
変
更
の
周
知
期
間

を
半
年
程
度
設
け
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
市
民
へ
の

対
応
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
影
響
は
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

容
は
、
要
介
護
者
や
要
支
援
者
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
と
の
連
絡
調
整
で
あ

る
が
、
利
用
者
等
の
要
請
で
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
救
急
搬
送

時
の
同
乗
な
ど
法
定
業
務
以
外
の

用
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
介
護
人
材
を
確
保
し

て
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運

営
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
問
題
解
決
の
た
め
の
対
応
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
範

囲
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
他
都
市

で
作
成
さ
れ
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
早

急
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
利
用

者
家
族
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
も
留
意
し
、

本
市
の
地
域
ケ
ア
推
進
協
議
会
や

医
療
介
護
連
携
会
議
で
議
論
し
て

い
く
。

通
い
た
く
な
る
学
校
に―

問　
子
育
て
環
境
の
充
実
と
小
中

学
校
の
統
廃
合
は
両
立
す
る
の
か
。

答　
学
校
で
は
教
科
等
の
知
識
や

技
能
習
得
だ
け
で
な
く
、
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
思
考

力
等
を
育
み
規
範
意
識
等
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

一
定
規
模
の
児
童
生
徒
集
団
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

市
長
部
局
が
取
り
組
む
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
子
育
て

環
境
の
充
実
に
、
教
育
委
員
会
も

連
携
・
協
力
し
て
い
く
。

問　
学
校
協
議
会
や
説
明
会
に
教

育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
長
部

局
の
担
当
や
市
長
も
出
向
く
べ
き

で
は
。

答　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

り
と
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
長
と
意
見
交
換
し
て
お
り
、

非
常
に
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
常

に
現
場
主
義
を
通
し
て
き
た
の
で
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
説

明
会
や
意
見
交
換
の
場
に
出
向
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
６
年
度
の
「
子
ど
も
の
学
校

改
革
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
城

北
小
学
校
と
飾
磨
中
部
中
学
校
の

２
校
を
選
定
し
た
経
緯
は
。

答　
教
育
長
の
学
校
訪
問
の
際
に
、

校
長
等
か
ら
「
こ
ん
な
空
間
が
欲

し
い
」
と
の
ア
イ
デ
ア
提
案
が
あ

り
、
初
の
取
り
組
み
の
た
め
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
小
中
学
校
各
１

校
を
選
定
し
た
。

問　
募
集
期
間
と
金
額
設
定
は
。

答　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
の
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

利
用
し
て
お
り
、
募
集
期
間
は
同

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
様
の
最
大

募
集
期
間
90
日
に
設
定
し
た
。
募

集
金
額
は
速
や
か
に
着
手
、
実
行

可
能
な
金
額
と
し
て
１
校
当
た
り

1
5
0
万
円
に
設
定
し
た
。

問　
７
年
度
以
降
の
選
定
方
法
や

審
査
基
準
は
。

答　
市
立
学
校
か
ら
広
く
募
集
す

る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
審
査

基
準
は
定
め
て
い
な
い
が
、
空
き

教
室
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
大
切

に
し
、
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ア
イ
デ
ア
を
選
定
し
た
い
。

公
園
の
整
理
活
用
を―

問　
飾
磨
中
央
公
園
に
導
入
す
る

公
募
設
置
管
理
制
度
を
他
の
公
園

に
も
活
用
し
て
は
。

答　
同
中
央
公
園
で
の
成
果
や
効

果
を
検
証
し
た
上
で
活
用
を
検
討

し
た
い
。

問　
街
区
公
園
の
整
理
統
合
は
。

答　
地
区
公
園
や
近
隣
公
園
な
ど

大
規
模
な
公
園
の
新
設
時
に
、
周

辺
に
所
在
の
街
区
公
園
の
機
能
が

再
編
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
公
園
の
集
約
化
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
る
。

問　
姫
路
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
37
年
ま
で
に
施
設
床
面

積
総
量
20
％
削
減
と
あ
る
が
、
公

園
敷
地
の
売
却
検
討
は
。

答　
公
園
の
削
減
は
、
人
口
減
少

の
進
行
状
況
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
機
能
再
編
・

集
約
化
の
可
能
性
を
探
る
。
他
都

市
の
事
例
や
国
の
動
向
を
注
視
し
、

引
き
続
き
都
市
公
園
の
廃
止
を
研

究
す
る
。

売
却
は
、
ま
ず
ど
の
公
園
を
機

能
再
編
・
集
約
化
す
る
か
を
考
え

て
か
ら
検
討
し
た
い
。

合
葬
式
墓
地
の
整
備
を―

問　
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
合
葬

式
墓
地
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答　
合
葬
式
墓
地
の
種
類
は
、
樹

木
葬
、
納
骨
堂
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
、
公
営
の
墓

地
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
収
納
可

能
数
は
多
い
と
こ
ろ
で
１
万
体
、

使
用
料
は
５
万
〜
10
万
円
で
、
別

料
金
で
一
定
期
間
、
個
別
管
理
を

選
択
で
き
る
施
設
も
あ
る
。

現
在
、
名
古
山
霊
苑
納
骨
堂
で

永
代
供
養
の
納
骨
を
受
け
て
い
る

が
、
多
様
な
形
態
の
墓
地
供
給
が

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
合
葬
式

墓
地
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
方
針
は
。

答　
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
既
存

の
納
骨
堂
と
合
葬
式
墓
地
と
の
運

営
面
で
の
整
合
性
確
保
等
の
課
題

が
あ
る
。
市
民
や
有
識
者
の
意
見
、

他
都
市
の
状
況
を
参
考
に
、
姫
路

西
霊
苑
の
有
効
活
用
を
含
め
、
設

置
場
所
お
よ
び
運
営
方
法
を
検
討

の
上
、
最
適
な
施
設
整
備
を
図
り
、

霊
苑
の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
経

営
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
―
問　
養
育
費
の
確
保
策
は
。

答　
養
育
費
支
援
事
業
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
弁
護
士
の
専
門

相
談
を
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。

養
育
費
確
保
事
業
と
し
て
、
令

和
２
年
度
か
ら
養
育
費
の
支
払
い

を
定
め
た
公
正
証
書
等
の
作
成
費

用
お
よ
び
民
間
の
養
育
費
保
証
契

約
を
締
結
し
た
際
の
初
年
度
の
保

証
料
に
対
す
る
費
用
の
助
成
を
し

て
い
る
。

問　
市
に
よ
る
養
育
費
の
立
て
替

え
は
。

答　
立
て
替
え
た
養
育
費
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
滞
納
債
権

に
な
る
。
ま
た
、
立
て
替
え
が
そ

の
後
の
養
育
費
の
支
払
い
履
行
に

与
え
る
効
果
な
ど
整
理
す
べ
き
事

項
が
あ
る
た
め
、
実
施
中
の
他
都

市
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
た
い
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
が
面
会
交
流

支
援
団
体
に
支
払
う
利
用
料
へ
の

助
成
支
援
は
。

答　
事
業
実
施
に
は
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
や
そ
の
効
果
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
が
抱
え

る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
上
で
必
要
な

事
業
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

姫路市産の木材を利用した大塩こども園

　

第
１
回
定
例
会

個
人
質
疑

３
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
個
人
質
疑
を
行
い
、
10
人
の
議
員

が
森
林
整
備
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
公
園
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

録画中継を視聴できます。

買
い
物
難
民
対
策

＃
7
1
1
9

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

路
上
喫
煙
防
止

林　
　

業

5



姫
路
駅
周
辺
に
喫
煙
所
の
設
置
を
―
問　
姫
路
駅
周
辺
の
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
状
況
は
。

答　
２
年
３
月
に
姫
路
駅
周
辺
の

喫
煙
所
を
撤
去
し
て
以
降
、
路
上

喫
煙
禁
止
区
域
内
の
た
ば
こ
の
吸

い
殻
の
本
数
を
調
査
し
て
い
る
が
、

姫
路
駅
北
駅
前
広
場
の
み
ゆ
き
通

り
入
り
口
付
近
で
ポ
イ
捨
て
が
多

い
。
ま
た
、
禁
止
区
域
外
で
は
路

地
裏
な
ど
で
の
喫
煙
に
関
す
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
禁
止
区

域
と
隣
接
し
た
場
所
の
喫
煙
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
禁
止
区
域
に
お
け
る
路
上
喫

煙
の
抑
止
や
再
発
防
止
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
罰
則
強
化
に
向
け
て

過
料
の
額
や
徴
収
方
法
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

ま
た
、
外
部
に
煙
が
漏
れ
な
い

完
全
密
閉
型
の
公
衆
喫
煙
所
を
、

吸
い
殻
ご
み
が
多
い
場
所
の
近
く

に
設
置
す
る
。
７
年
度
に
施
設
の

設
計
を
し
て
８
年
度
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に―

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

市
の
関
わ
り
と
支
援
策
は
。

答　
相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
個
別

に
対
応
し
て
い
る
が
、
支
援
策
は
、

設
け
て
い
な
い
。

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

支
援
策
実
施
の
考
え
は
。

答　
現
在
、
県
が
商
店
街
買
い
物

ア
シ
ス
ト
事
業
を
実
施
し
、
商
店

街
等
が
行
う
移
動
販
売
や
送
迎
車

運
行
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
７
年
度
か
ら
条
件
付
き
で

移
動
販
売
事
業
も
補
助
対
象
に
な

る
予
定
で
、
制
度
の
周
知
を
進
め

て
い
く
。

今
後
、
本
市
も
支
援
策
の
有
効

性
や
必
要
性
を
研
究
し
て
い
く
。

問　
市
と
移
動
販
売
事
業
者
の
連

携
に
よ
る
持
続
可
能
な
仕
組
み
構

築
の
検
討
は
。

答　
買
い
物
難
民
問
題
は
地
域
の

商
業
、
交
通
体
系
や
福
祉
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
関
係
し
て
い
る

た
め
、
関
係
部
局
で
課
題
を
共
有

し
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

医
療
電
話
相
談
の
効
果
検
証
を―

問　
救
急
医
療
電
話
相
談
（
＃
7

1
1
9
）
の
利
用
者
や
相
談
内
容

の
実
績
は
。

答　
大
ま
か
な
区
分
と
な
る
が
16

〜
64
歳
の
年
代
の
相
談
者
が
一
番

多
く
、
相
談
内
容
の
上
位
は
「
成

人
の
発
熱
」「
成
人
の
腹
痛
」「
小

児
の
発
熱
」
の
順
で
あ
る
。

問　
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

答　
1
1
9
番
通
報
に
よ
る
医
療

機
関
等
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数
や

救
急
搬
送
者
に
占
め
る
軽
症
者
割

合
が
減
少
し
て
お
り
、
消
防
局
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

特
に
軽
症
外
傷
に
対
応
し
て
い

る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
＃
7
1

1
9
の
導
入
前
は
市
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
導
入
後
は
案
内
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
迅
速
な
受

診
に
つ
な
が
り
、
医
療
機
関
の
負

担
軽
減
に
も
寄
与
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

姫
路
市
の
林
業
の
活
性
化
を―

問　
森
林
整
備
と
そ
の
促
進
に
関

す
る
費
用
に
充
て
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
い
道
は
。

答　
元
〜
５
年
度
の
総
額
は
約
３

億
７
千
万
円
で
、
う
ち
約
92
％
を

執
行
し
て
い
る
。
６
年
度
の
交
付

予
定
額
は
約
１
億
１
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

主
な
使
い
道
は
、
森
林
資
源
の

循
環
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
図
る
再

造
林
推
進
事
業
、
奥
地
の
森
林
整

備
を
促
進
す
る
条
件
不
利
地
間
伐

等
推
進
事
業
、
製
材
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
燃
料
な
ど
木
材
利
用

促
進
を
図
る
木
材
活
用
推
進
事
業

の
実
施
で
あ
る
。

問　
地
元
産
木
材
の
公
共
施
設
へ

の
活
用
実
績
は
。

答　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

お
よ
び
大
塩
こ
ど
も
園
の
内
装
に

市
産
材
を
、
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
の

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
お
よ
び
書
写
山
観

光
施
設
の
内
装
に
県
産
材
を
活
用

し
て
い
る
。

木
材
価
格
、
調
達
量
、
耐
候
性
、

耐
朽
性
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、

関
係
部
局
と
連
携
し
、
公
共
施
設

へ
の
木
材
利
用
の
促
進
に
努
め
て

い
く
。

高
齢
者
支
援
の
要
を
守
る
た
め―

問　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
の
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク

問
題
の
認
識
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
内

容
は
、
要
介
護
者
や
要
支
援
者
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
と
の
連
絡
調
整
で
あ

る
が
、
利
用
者
等
の
要
請
で
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
救
急
搬
送

時
の
同
乗
な
ど
法
定
業
務
以
外
の

用
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
介
護
人
材
を
確
保
し

て
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運

営
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
問
題
解
決
の
た
め
の
対
応
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
範

囲
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
他
都
市

で
作
成
さ
れ
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
早

急
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
利
用

者
家
族
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
も
留
意
し
、

本
市
の
地
域
ケ
ア
推
進
協
議
会
や

医
療
介
護
連
携
会
議
で
議
論
し
て

い
く
。

通
い
た
く
な
る
学
校
に―

問　
子
育
て
環
境
の
充
実
と
小
中

学
校
の
統
廃
合
は
両
立
す
る
の
か
。

答　
学
校
で
は
教
科
等
の
知
識
や

技
能
習
得
だ
け
で
な
く
、
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
思
考

力
等
を
育
み
規
範
意
識
等
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

一
定
規
模
の
児
童
生
徒
集
団
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

市
長
部
局
が
取
り
組
む
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
子
育
て

環
境
の
充
実
に
、
教
育
委
員
会
も

連
携
・
協
力
し
て
い
く
。

問　
学
校
協
議
会
や
説
明
会
に
教

育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
長
部

局
の
担
当
や
市
長
も
出
向
く
べ
き

で
は
。

答　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

り
と
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
長
と
意
見
交
換
し
て
お
り
、

非
常
に
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
常

に
現
場
主
義
を
通
し
て
き
た
の
で
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
説

明
会
や
意
見
交
換
の
場
に
出
向
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
６
年
度
の
「
子
ど
も
の
学
校

改
革
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
城

北
小
学
校
と
飾
磨
中
部
中
学
校
の

２
校
を
選
定
し
た
経
緯
は
。

答　
教
育
長
の
学
校
訪
問
の
際
に
、

校
長
等
か
ら
「
こ
ん
な
空
間
が
欲

し
い
」
と
の
ア
イ
デ
ア
提
案
が
あ

り
、
初
の
取
り
組
み
の
た
め
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
小
中
学
校
各
１

校
を
選
定
し
た
。

問　
募
集
期
間
と
金
額
設
定
は
。

答　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
の
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

利
用
し
て
お
り
、
募
集
期
間
は
同

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
様
の
最
大

募
集
期
間
90
日
に
設
定
し
た
。
募

集
金
額
は
速
や
か
に
着
手
、
実
行

可
能
な
金
額
と
し
て
１
校
当
た
り

1
5
0
万
円
に
設
定
し
た
。

問　
７
年
度
以
降
の
選
定
方
法
や

審
査
基
準
は
。

答　
市
立
学
校
か
ら
広
く
募
集
す

る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
審
査

基
準
は
定
め
て
い
な
い
が
、
空
き

教
室
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
大
切

に
し
、
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ア
イ
デ
ア
を
選
定
し
た
い
。

公
園
の
整
理
活
用
を―

問　
飾
磨
中
央
公
園
に
導
入
す
る

公
募
設
置
管
理
制
度
を
他
の
公
園

に
も
活
用
し
て
は
。

答　
同
中
央
公
園
で
の
成
果
や
効

果
を
検
証
し
た
上
で
活
用
を
検
討

し
た
い
。

問　
街
区
公
園
の
整
理
統
合
は
。

答　
地
区
公
園
や
近
隣
公
園
な
ど

大
規
模
な
公
園
の
新
設
時
に
、
周

辺
に
所
在
の
街
区
公
園
の
機
能
が

再
編
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
公
園
の
集
約
化
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
る
。

問　
姫
路
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
37
年
ま
で
に
施
設
床
面

積
総
量
20
％
削
減
と
あ
る
が
、
公

園
敷
地
の
売
却
検
討
は
。

答　
公
園
の
削
減
は
、
人
口
減
少

の
進
行
状
況
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
機
能
再
編
・

集
約
化
の
可
能
性
を
探
る
。
他
都

市
の
事
例
や
国
の
動
向
を
注
視
し
、

引
き
続
き
都
市
公
園
の
廃
止
を
研

究
す
る
。

売
却
は
、
ま
ず
ど
の
公
園
を
機

能
再
編
・
集
約
化
す
る
か
を
考
え

て
か
ら
検
討
し
た
い
。

合
葬
式
墓
地
の
整
備
を―

問　
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
合
葬

式
墓
地
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答　
合
葬
式
墓
地
の
種
類
は
、
樹

木
葬
、
納
骨
堂
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
、
公
営
の
墓

地
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
収
納
可

能
数
は
多
い
と
こ
ろ
で
１
万
体
、

使
用
料
は
５
万
〜
10
万
円
で
、
別

料
金
で
一
定
期
間
、
個
別
管
理
を

選
択
で
き
る
施
設
も
あ
る
。

現
在
、
名
古
山
霊
苑
納
骨
堂
で

永
代
供
養
の
納
骨
を
受
け
て
い
る

が
、
多
様
な
形
態
の
墓
地
供
給
が

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
合
葬
式

墓
地
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
方
針
は
。

答　
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
既
存

の
納
骨
堂
と
合
葬
式
墓
地
と
の
運

営
面
で
の
整
合
性
確
保
等
の
課
題

が
あ
る
。
市
民
や
有
識
者
の
意
見
、

他
都
市
の
状
況
を
参
考
に
、
姫
路

西
霊
苑
の
有
効
活
用
を
含
め
、
設

置
場
所
お
よ
び
運
営
方
法
を
検
討

の
上
、
最
適
な
施
設
整
備
を
図
り
、

霊
苑
の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
経

営
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
―
問　
養
育
費
の
確
保
策
は
。

答　
養
育
費
支
援
事
業
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
弁
護
士
の
専
門

相
談
を
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。

養
育
費
確
保
事
業
と
し
て
、
令

和
２
年
度
か
ら
養
育
費
の
支
払
い

を
定
め
た
公
正
証
書
等
の
作
成
費

用
お
よ
び
民
間
の
養
育
費
保
証
契

約
を
締
結
し
た
際
の
初
年
度
の
保

証
料
に
対
す
る
費
用
の
助
成
を
し

て
い
る
。

問　
市
に
よ
る
養
育
費
の
立
て
替

え
は
。

答　
立
て
替
え
た
養
育
費
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
滞
納
債
権

に
な
る
。
ま
た
、
立
て
替
え
が
そ

の
後
の
養
育
費
の
支
払
い
履
行
に

与
え
る
効
果
な
ど
整
理
す
べ
き
事

項
が
あ
る
た
め
、
実
施
中
の
他
都

市
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
た
い
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
が
面
会
交
流

支
援
団
体
に
支
払
う
利
用
料
へ
の

助
成
支
援
は
。

答　
事
業
実
施
に
は
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
や
そ
の
効
果
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
が
抱
え

る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
上
で
必
要
な

事
業
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

議　員　名   （ 会　派 ） 主　な　質　疑 ・ 質　問　内　容

西　村　しのぶ （ 志 政 会 ）
死亡者数の激増について／訪問診療全般について／ケアマネジャーの
在り方について／要介護度改善・維持評価事業の導入について／
施設入所者の資格確認書について

竹 尾 浩 司 （ 市 民 ク ラ ブ ）
価格交渉促進の取組／公共施設等の老朽化対策／防災の取組／人口減
少時代における人材の確保／買物難民対策／教育環境の整備／未利用
市有地の利活用／JR栗の森踏切周辺交差点の安全対策

石 堂 大 輔 （ 自 由 民 主 党 ）
病院跡地の避難所活用／エディブルガーデン／建物断熱性向上／
高齢者シェアハウス／商店街点字ブロック／ユニバーサルツーリズム／
事業承継・産業支援／ジュニアオーケストラ／駅周辺の喫煙所

有 馬 剛 朗 （ 公 明 党 ）
第３期播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン（案）について／防災減災と
災害対応の福祉的支援について／高まる日本人気で地域経済活性化／
合葬式墓地の整備／教職員の負担軽減と教育環境の整備について

萩 原 唯 典 （ 新 生 ひ め じ ）
清元市政２期目の折り返しを迎えて／人口減少社会における都市計画
（線引きの在り方）／社会情勢に対応する農業施策／こども誰でも通
園制度等の子ども施策／外郭団体の改革

公

園

学　
　
校

6



第１回定例会  個人質疑

姫
路
駅
周
辺
に
喫
煙
所
の
設
置
を
―
問　
姫
路
駅
周
辺
の
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
状
況
は
。

答　
２
年
３
月
に
姫
路
駅
周
辺
の

喫
煙
所
を
撤
去
し
て
以
降
、
路
上

喫
煙
禁
止
区
域
内
の
た
ば
こ
の
吸

い
殻
の
本
数
を
調
査
し
て
い
る
が
、

姫
路
駅
北
駅
前
広
場
の
み
ゆ
き
通

り
入
り
口
付
近
で
ポ
イ
捨
て
が
多

い
。
ま
た
、
禁
止
区
域
外
で
は
路

地
裏
な
ど
で
の
喫
煙
に
関
す
る
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
禁
止
区

域
と
隣
接
し
た
場
所
の
喫
煙
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
禁
止
区
域
に
お
け
る
路
上
喫

煙
の
抑
止
や
再
発
防
止
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
罰
則
強
化
に
向
け
て

過
料
の
額
や
徴
収
方
法
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

ま
た
、
外
部
に
煙
が
漏
れ
な
い

完
全
密
閉
型
の
公
衆
喫
煙
所
を
、

吸
い
殻
ご
み
が
多
い
場
所
の
近
く

に
設
置
す
る
。
７
年
度
に
施
設
の

設
計
を
し
て
８
年
度
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に―

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

市
の
関
わ
り
と
支
援
策
は
。

答　
相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
個
別

に
対
応
し
て
い
る
が
、
支
援
策
は
、

設
け
て
い
な
い
。

問　
移
動
販
売
事
業
者
に
対
す
る

支
援
策
実
施
の
考
え
は
。

答　
現
在
、
県
が
商
店
街
買
い
物

ア
シ
ス
ト
事
業
を
実
施
し
、
商
店

街
等
が
行
う
移
動
販
売
や
送
迎
車

運
行
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
７
年
度
か
ら
条
件
付
き
で

移
動
販
売
事
業
も
補
助
対
象
に
な

る
予
定
で
、
制
度
の
周
知
を
進
め

て
い
く
。

今
後
、
本
市
も
支
援
策
の
有
効

性
や
必
要
性
を
研
究
し
て
い
く
。

問　
市
と
移
動
販
売
事
業
者
の
連

携
に
よ
る
持
続
可
能
な
仕
組
み
構

築
の
検
討
は
。

答　
買
い
物
難
民
問
題
は
地
域
の

商
業
、
交
通
体
系
や
福
祉
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
関
係
し
て
い
る

た
め
、
関
係
部
局
で
課
題
を
共
有

し
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

医
療
電
話
相
談
の
効
果
検
証
を―

問　
救
急
医
療
電
話
相
談
（
＃
7

1
1
9
）
の
利
用
者
や
相
談
内
容

の
実
績
は
。

答　
大
ま
か
な
区
分
と
な
る
が
16

〜
64
歳
の
年
代
の
相
談
者
が
一
番

多
く
、
相
談
内
容
の
上
位
は
「
成

人
の
発
熱
」「
成
人
の
腹
痛
」「
小

児
の
発
熱
」
の
順
で
あ
る
。

問　
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

答　
1
1
9
番
通
報
に
よ
る
医
療

機
関
等
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数
や

救
急
搬
送
者
に
占
め
る
軽
症
者
割

合
が
減
少
し
て
お
り
、
消
防
局
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

特
に
軽
症
外
傷
に
対
応
し
て
い

る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
＃
7
1

1
9
の
導
入
前
は
市
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
導
入
後
は
案
内
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
迅
速
な
受

診
に
つ
な
が
り
、
医
療
機
関
の
負

担
軽
減
に
も
寄
与
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

姫
路
市
の
林
業
の
活
性
化
を―

問　
森
林
整
備
と
そ
の
促
進
に
関

す
る
費
用
に
充
て
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
い
道
は
。

答　
元
〜
５
年
度
の
総
額
は
約
３

億
７
千
万
円
で
、
う
ち
約
92
％
を

執
行
し
て
い
る
。
６
年
度
の
交
付

予
定
額
は
約
１
億
１
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

主
な
使
い
道
は
、
森
林
資
源
の

循
環
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
図
る
再

造
林
推
進
事
業
、
奥
地
の
森
林
整

備
を
促
進
す
る
条
件
不
利
地
間
伐

等
推
進
事
業
、
製
材
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
燃
料
な
ど
木
材
利
用

促
進
を
図
る
木
材
活
用
推
進
事
業

の
実
施
で
あ
る
。

問　
地
元
産
木
材
の
公
共
施
設
へ

の
活
用
実
績
は
。

答　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

お
よ
び
大
塩
こ
ど
も
園
の
内
装
に

市
産
材
を
、
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
の

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
お
よ
び
書
写
山
観

光
施
設
の
内
装
に
県
産
材
を
活
用

し
て
い
る
。

木
材
価
格
、
調
達
量
、
耐
候
性
、

耐
朽
性
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、

関
係
部
局
と
連
携
し
、
公
共
施
設

へ
の
木
材
利
用
の
促
進
に
努
め
て

い
く
。

高
齢
者
支
援
の
要
を
守
る
た
め―

問　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
の
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク

問
題
の
認
識
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
内

容
は
、
要
介
護
者
や
要
支
援
者
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
と
の
連
絡
調
整
で
あ

る
が
、
利
用
者
等
の
要
請
で
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
救
急
搬
送

時
の
同
乗
な
ど
法
定
業
務
以
外
の

用
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
介
護
人
材
を
確
保
し

て
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運

営
す
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
問
題
解
決
の
た
め
の
対
応
は
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
範

囲
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
他
都
市

で
作
成
さ
れ
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
早

急
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
利
用

者
家
族
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
も
留
意
し
、

本
市
の
地
域
ケ
ア
推
進
協
議
会
や

医
療
介
護
連
携
会
議
で
議
論
し
て

い
く
。

通
い
た
く
な
る
学
校
に―

問　
子
育
て
環
境
の
充
実
と
小
中

学
校
の
統
廃
合
は
両
立
す
る
の
か
。

答　
学
校
で
は
教
科
等
の
知
識
や

技
能
習
得
だ
け
で
な
く
、
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
思
考

力
等
を
育
み
規
範
意
識
等
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

一
定
規
模
の
児
童
生
徒
集
団
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

市
長
部
局
が
取
り
組
む
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
子
育
て

環
境
の
充
実
に
、
教
育
委
員
会
も

連
携
・
協
力
し
て
い
く
。

問　
学
校
協
議
会
や
説
明
会
に
教

育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
長
部

局
の
担
当
や
市
長
も
出
向
く
べ
き

で
は
。

答　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

り
と
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
長
と
意
見
交
換
し
て
お
り
、

非
常
に
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
常

に
現
場
主
義
を
通
し
て
き
た
の
で
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
説

明
会
や
意
見
交
換
の
場
に
出
向
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
６
年
度
の
「
子
ど
も
の
学
校

改
革
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
城

北
小
学
校
と
飾
磨
中
部
中
学
校
の

２
校
を
選
定
し
た
経
緯
は
。

答　
教
育
長
の
学
校
訪
問
の
際
に
、

校
長
等
か
ら
「
こ
ん
な
空
間
が
欲

し
い
」
と
の
ア
イ
デ
ア
提
案
が
あ

り
、
初
の
取
り
組
み
の
た
め
、
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
小
中
学
校
各
１

校
を
選
定
し
た
。

問　
募
集
期
間
と
金
額
設
定
は
。

答　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
の
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

利
用
し
て
お
り
、
募
集
期
間
は
同

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
様
の
最
大

募
集
期
間
90
日
に
設
定
し
た
。
募

集
金
額
は
速
や
か
に
着
手
、
実
行

可
能
な
金
額
と
し
て
１
校
当
た
り

1
5
0
万
円
に
設
定
し
た
。

問　
７
年
度
以
降
の
選
定
方
法
や

審
査
基
準
は
。

答　
市
立
学
校
か
ら
広
く
募
集
す

る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
な
審
査

基
準
は
定
め
て
い
な
い
が
、
空
き

教
室
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
大
切

に
し
、
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ア
イ
デ
ア
を
選
定
し
た
い
。

公
園
の
整
理
活
用
を―

問　
飾
磨
中
央
公
園
に
導
入
す
る

公
募
設
置
管
理
制
度
を
他
の
公
園

に
も
活
用
し
て
は
。

答　
同
中
央
公
園
で
の
成
果
や
効

果
を
検
証
し
た
上
で
活
用
を
検
討

し
た
い
。

問　
街
区
公
園
の
整
理
統
合
は
。

答　
地
区
公
園
や
近
隣
公
園
な
ど

大
規
模
な
公
園
の
新
設
時
に
、
周

辺
に
所
在
の
街
区
公
園
の
機
能
が

再
編
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
状
況
を

踏
ま
え
公
園
の
集
約
化
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
る
。

問　
姫
路
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
37
年
ま
で
に
施
設
床
面

積
総
量
20
％
削
減
と
あ
る
が
、
公

園
敷
地
の
売
却
検
討
は
。

答　
公
園
の
削
減
は
、
人
口
減
少

の
進
行
状
況
、
地
域
ご
と
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
機
能
再
編
・

集
約
化
の
可
能
性
を
探
る
。
他
都

市
の
事
例
や
国
の
動
向
を
注
視
し
、

引
き
続
き
都
市
公
園
の
廃
止
を
研

究
す
る
。

売
却
は
、
ま
ず
ど
の
公
園
を
機

能
再
編
・
集
約
化
す
る
か
を
考
え

て
か
ら
検
討
し
た
い
。

合
葬
式
墓
地
の
整
備
を―

問　
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
合
葬

式
墓
地
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答　
合
葬
式
墓
地
の
種
類
は
、
樹

木
葬
、
納
骨
堂
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
、
公
営
の
墓

地
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
収
納
可

能
数
は
多
い
と
こ
ろ
で
１
万
体
、

使
用
料
は
５
万
〜
10
万
円
で
、
別

料
金
で
一
定
期
間
、
個
別
管
理
を

選
択
で
き
る
施
設
も
あ
る
。

現
在
、
名
古
山
霊
苑
納
骨
堂
で

永
代
供
養
の
納
骨
を
受
け
て
い
る

が
、
多
様
な
形
態
の
墓
地
供
給
が

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
合
葬
式

墓
地
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
方
針
は
。

答　
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
既
存

の
納
骨
堂
と
合
葬
式
墓
地
と
の
運

営
面
で
の
整
合
性
確
保
等
の
課
題

が
あ
る
。
市
民
や
有
識
者
の
意
見
、

他
都
市
の
状
況
を
参
考
に
、
姫
路

西
霊
苑
の
有
効
活
用
を
含
め
、
設

置
場
所
お
よ
び
運
営
方
法
を
検
討

の
上
、
最
適
な
施
設
整
備
を
図
り
、

霊
苑
の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
経

営
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
―
問　
養
育
費
の
確
保
策
は
。

答　
養
育
費
支
援
事
業
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
弁
護
士
の
専
門

相
談
を
月
１
回
実
施
し
て
い
る
。

養
育
費
確
保
事
業
と
し
て
、
令

和
２
年
度
か
ら
養
育
費
の
支
払
い

を
定
め
た
公
正
証
書
等
の
作
成
費

用
お
よ
び
民
間
の
養
育
費
保
証
契

約
を
締
結
し
た
際
の
初
年
度
の
保

証
料
に
対
す
る
費
用
の
助
成
を
し

て
い
る
。

問　
市
に
よ
る
養
育
費
の
立
て
替

え
は
。

答　
立
て
替
え
た
養
育
費
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
滞
納
債
権

に
な
る
。
ま
た
、
立
て
替
え
が
そ

の
後
の
養
育
費
の
支
払
い
履
行
に

与
え
る
効
果
な
ど
整
理
す
べ
き
事

項
が
あ
る
た
め
、
実
施
中
の
他
都

市
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
た
い
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
が
面
会
交
流

支
援
団
体
に
支
払
う
利
用
料
へ
の

助
成
支
援
は
。

答　
事
業
実
施
に
は
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
や
そ
の
効
果
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
が
抱
え

る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た
上
で
必
要
な

事
業
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

議　員　名   （ 会　派 ） 主　な　質　疑 ・ 質　問　内　容

下 林 崇 史 （日本維新の会）
♯７１１９導入１年経過後の検証について／市立小中学校等への不審
者対策用防犯カメラ設置の進捗状況について／万博開催期間中の来姫
者へのおもてなし施策について／出会い・結婚支援について

神 頭 敬 介 （姫路無所属の会）
教育環境の整備について／子どもたちを守る補導活動の今後について／
都市公園の今後の方針について／観光客のおもてなしについて／
網干地区の公共交通空白・不便地域の解消について

塚 本 進 介 （改革無所属の会）
10億円の使い道・市民との姫路城再構築／観光先進都市ひめじ／
市民文化祭・中学校の部活動・公民館利用／寄附金の使い方／公園の
整理活用・バス等の高齢者向け補助・上下水道料金と老朽化対策

谷　川　真由美 （日本共産党議員団）
手柄山平和公園に改称する経緯と目的／子育て環境の充実と学校の統
廃合は両立するのか－給食費保護者負担増は中止を／放課後児童クラ
ブの待機児童解消と公共の責任－こどもの意見表明権の保障を

三 浦 充 博 （日本維新の会） ひとり親家庭の子どもへの支援について（養育費確保と面会交流）／
いじめや不登校など子どもたちの声を聞く相談窓口について

名古山霊苑の納骨堂

ひ
と
り
親
家
庭

墓

地
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各
分
科
会
で
の
議
論
か
ら
、
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問　
地
域
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
・

更
新
の
補
助
事
業
に
引
き
続
き
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答　
県
の
補
助
金
の
縮
小
な
ど
の

影
響
で
予
算
が
減
額
と
な
っ
た
が
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
通
学
路

な
ど
安
全
確
保
の
必
要
性
が
高
い

場
所
に
設
置
が
進
む
よ
う
補
助
制

度
を
運
用
し
て
い
き
た
い
。

■意見　
厳
し
い
財
政
状
況
は
理
解

す
る
が
、
更
新
需
要
の
増
加
等
も

見
据
え
、
設
置
・
更
新
経
費
だ
け

で
な
く
、
リ
ー
ス
費
用
へ
の
補
助

も
研
究
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な

補
助
制
度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

問　
郵
送
搬
送
経
費
の
経
費
節
減

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　
郵
便
料
金
の
改
定
に
併
せ
て
、

発
出
の
必
要
性
が
低
い
通
知
文
書

等
の
廃
止
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
討

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
６
年
度
か

ら
市
税
の
口
座
振
替
済
み
通
知
書

を
廃
止
す
る
な
ど
、
郵
便
数
の
削

減
に
努
め
て
い
る
。

■意見　
引
き
続
き
経
費
節
減
に
向

け
郵
送
事
務
の
見
直
し
を
進
め
ら

れ
た
い
。

問　
公
金
取
扱
手
数
料
の
有
料
化

に
伴
う
振
込
手
数
料
削
減
の
取
り

組
み
は
。

答　
書
面
よ
り
も
手
数
料
が
安
い

デ
ー
タ
伝
送
の
利
用
や
、
振
込
先

が
複
数
あ
る
場
合
は
市
指
定
金
融

機
関
を
優
先
し
て
選
択
し
て
い
る
。

■意見　
振
込
手
数
料
の
重
み
を
職

員
に
伝
え
、
全
庁
的
に
振
込
手
数

料
の
削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

問　
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
や
結
婚

相
談
所
の
料
金
助
成
に
よ
る
利
用

実
績
は
。

答　
７
年
２
月
25
日
時
点
で
、
マ

ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
ゼ
ク
シ
ィ

縁
結
び
お
よ
び
結
婚
相
談
所
の
ゼ

ク
シ
ィ
縁
結
び
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
37

件
、
他
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

は
、
は
ば
タ
ン
会
員
17
件
、
タ
ッ

プ
ル
３
件
、
ペ
ア
ー
ズ
15
件
で
計

72
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
７
年
度
は
30
代
の
助
成
額
を
20

代
と
同
額
に
引
き
上
げ
、
30
代
の

利
用
を
促
進
し
た
い
。

問　
保
育
人
材
確
保
の
た
め
私
立

園
が
保
育
士
等
の
保
育
料
を
負
担

す
る
事
業
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
保
育
士
等
保
育
料
支
援
事
業
の

予
算
4
8
0
万
円
の
算
出
根
拠
は
。

答　
対
象
と
な
る
保
育
士
等
を
25

人
程
度
と
見
込
み
算
出
し
た
。

■意見　
当
該
事
業
は
、
保
育
士
等

を
経
済
的
に
支
援
し
再
就
職
等
を

促
し
て
保
育
人
材
を
確
保
す
る
も

の
で
、
人
材
確
保
に
苦
慮
す
る
私

立
園
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て

周
知
し
、
人
材
確
保
に
向
け
て
着

実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

問　
図
書
館
の
空
白
地
域
に
お
け

る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
は
。

答　
現
在
、
当
該
地
域
で
は
自
動

車
文
庫
が
月
に
１
〜
２
度
巡
回
し

て
い
る
が
、
新
た
に
公
共
施
設
で

図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
。
７
年
度
は
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
４
カ
所
程
度
の

公
民
館
で
実
施
す
る
。

問　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
係
る

予
算
の
増
額
理
由
は
。

答　
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

（
姫
カ
ツ
）
の
全
市
展
開
に
当
た

り
、
部
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
関

係
団
体
と
学
校
間
の
連
絡
調
整
等

を
担
う
人
材
を
雇
用
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
人
件
費
で
あ
る
。

問　
国
際
女
性
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
、

開
催
場
所
が
同
じ
で
時
期
も
近
い

国
際
交
流
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
の
連
携
は
。

答　
両
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
は
集
客

を
図
る
上
で
有
効
で
あ
る
た
め
、

関
係
部
局
と
協
議
し
可
能
な
範
囲

で
連
携
し
て
開
催
し
た
い
。

■意見　
両
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
に
よ

り
集
客
増
が
見
込
め
る
だ
け
で
な

く
、
男
女
共
同
参
画
に
興
味
が
な

い
市
民
が
国
際
女
性
デ
ー
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
も
な

る
た
め
、
効
果
的
な
啓
発
と
な
る

よ
う
関
係
部
局
と
し
っ
か
り
協
力

さ
れ
た
い
。

問　
タ
ク
シ
ー
等
の
交
通
優
待
助

成
の
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
導
入
に

つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス

マ
ホ
）
を
所
持
し
て
い
な
い
人
へ

の
対
応
は
。

答　
対
象
者
全
員
に
二
次
元
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
カ
ー
ド
の
配
布
を
検
討
し
て
い

る
。
ス
マ
ホ
を
所
持
し
て
い
な
い

人
に
は
当
該
カ
ー
ド
を
使
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
乳
幼
児
発
達
支
援
に
お
け
る

は
ぐ
く
み
相
談
室
の
体
制
は
。

答　
心
理
士
、
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
に
加
え
、
保
育
士
や
教
員
の

資
格
を
持
つ
職
員
の
協
力
を
得
ら

れ
る
体
制
と
し
た
い
。

■意見　
発
達
に
不
安
が
あ
る
子
ど

も
を
持
ち
、
悩
ん
で
い
る
保
護
者

は
多
数
い
る
と
思
わ
れ
る
。
関
係

機
関
と
連
携
し
、
充
実
し
た
体
制

と
な
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

問　
世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン

の
開
催
経
費
が
６
年
度
よ
り
５
千

万
円
減
少
し
た
理
由
は
。

答　
５
年
度
か
ら
の
全
庁
的
な
事

業
見
直
し
を
受
け
、
持
続
可
能
な

大
会
と
な
る
よ
う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
の
見
直
し
や
参
加
記

念
品
等
の
有
償
化
な
ど
に
よ
り
運

令
和
７
年
度
予
算
審
査

　
３
月
７
日
、
10
日
に
予
算
決
算
委
員
会
（
全
体
会
）
を
開
催
し
、
各
会
計
の
予

算
に
つ
い
て
理
事
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
11
日
か
ら
14
日
ま
で
お
よ
び
17

日
に
各
分
科
会
を
開
催
し
質
疑
応
答
を
行
い
、
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

21
日
の
全
体
会
で
各
分
科
会
長
か
ら
分
科
会
で
の
議
論
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
26

日
の
本
会
議
で
７
年
度
の
全
会
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
分
科
会

文
教
・
子
育
て
分
科
会

厚
生
分
科
会

経
済
観
光
分
科
会
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営
経
費
を
削
減
す
る
。

　
ま
た
、
協
賛
企
業
の
拡
充
に
よ

る
協
賛
金
収
入
の
拡
大
や
参
加
料

の
引
き
上
げ
な
ど
の
収
支
改
善
策

を
検
討
し
て
い
る
。

■意見　
人
件
費
等
が
高
騰
し
て
い

る
中
、
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
や
参
加

料
の
引
き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

が
、
大
会
運
営
の
見
直
し
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
ニ

ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
同

マ
ラ
ソ
ン
の
魅
力
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
十
分
に
注
意
さ
れ
た
い
。

問　
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
に
対
す
る

高
齢
者
の
利
用
状
況
と
新
た
な
申

込
枠
の
意
図
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
発
行
が

３
年
目
で
あ
り
、
高
齢
者
向
け
デ

ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
と
連

携
し
対
面
に
よ
る
個
別
サ
ポ
ー
ト

窓
口
の
開
設
に
よ
り
、
高
齢
者
の

利
用
率
は
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
の
普
及
啓
発
の
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
が
高
い
シ
ル
バ
ー

デ
ジ
タ
ル
応
援
枠
を
新
設
し
、
高

齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
促

進
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、子
育
て
応
援
枠
は
、ス
マ

ホ
を
持
た
な
い
子
ど
も
た
ち
の
申

し
込
み
機
会
喪
失
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
世
帯
代
表
者
が
子
ど

も
の
分
も
ま
と
め
て
申
し
込
み
が

で
き
る
よ
う
仕
組
み
を
変
更
す
る
。

問　
通
学
路
等
に
面
し
た
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
事
故
防
止
の

た
め
の
除
却
工
事
費
用
の
一
部
補

助
に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
区
域
の

拡
大
は
。

答　
学
校
指
定
通
学
路
に
加
え
、

５
年
度
か
ら
小
学
校
等
か
ら
半
径

5
0
0
㍍
以
内
の
道
路
も
対
象
に

し
た
。
対
象
区
域
拡
大
は
、
申
請

状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

■意見　
安
全
・
安
心
な
通
学
路
を

確
保
す
る
た
め
、
児
童
が
登
下
校

時
に
利
用
す
る
道
路
に
面
し
た
危

険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、
速
や
か
に

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
対
象
区

域
の
要
件
緩
和
を
検
討
さ
れ
た
い
。

問　
播
磨
臨
海
地
域
道
路
等
の
整

備
推
進
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理

解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
対
応
は
。

答　
播
磨
臨
海
地
域
道
路
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
交
通
渋
滞
の
解
消

や
交
通
事
故
の
削
減
が
図
ら
れ
、

本
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な

説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■意見　
地
域
住
民
へ
の
説
明
時
は
、

現
実
的
な
効
果
や
整
備
イ
メ
ー
ジ

が
実
感
で
き
る
よ
う
な
分
か
り
や

す
い
資
料
の
作
成
に
努
め
ら
れ
た

い
。

問　
下
水
汚
泥
の
利
用
拡
大
は
。

答　
下
水
汚
泥
の
大
部
分
は
県
管

理
の
兵
庫
西
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

で
焼
却
処
分
さ
れ
、
砂
粒
状
の
融

解
ス
ラ
グ
が
建
築
資
材
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
る
が
、
下
水
汚
泥
を

肥
料
化
す
る
た
め
の
設
備
は
設
置

さ
れ
て
お
ら
ず
、
肥
料
化
し
て
い

な
い
。
今
後
、
県
が
老
朽
化
し
た

同
セ
ン
タ
ー
を
改
築
す
る
際
に
は
、

当
該
設
備
の
設
置
が
検
討
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

■意見　
下
水
道
事
業
は
、
７
年
４

月
か
ら
使
用
料
を
値
上
げ
す
る
な

ど
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て

い
る
の
で
、
未
利
用
資
源
の
有
効

活
用
等
を
通
じ
て
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

問　
新
校
の
用
地
取
得
の
評
価
額

算
定
に
当
た
り
、
不
動
産
鑑
定
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

答　
土
地
ご
と
に
不
動
産
鑑
定
を

行
う
の
で
は
な
く
、
標
準
的
な
土

地
の
鑑
定
価
格
に
基
づ
き
評
価
し

て
い
る
。

問　
用
地
取
得
の
総
額
と
見
通
し

は
。

答　
用
地
取
得
の
総
額
は
、
計
画

当
初
の
見
込
み
通
り
で
あ
り
、
す

べ
て
の
用
地
の
取
得
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

令和７年度予算審査

建
設
分
科
会

新
市
立
高
等
学
校
設
置
分
科
会

歳 出歳 入

市税
1,041.0
（40.3）

地方譲与税・
地方交付税など
314.4（12.2）

財産収入・寄付金
12.1（0.5）

国庫支出金
493.9
（19.1）

県支出金
164.1（6.4）

衛生費
173.8（6.7）

商工費
67.8（2.6）分担金・負担金

9.0（0.4） 諸支出金
81.7（3.2）

市債
327.6
（12.7）

総額
2,582.0
（100.0）

諸収入
87.9（3.4）

繰入金
78.4（3.0）

民生費
1,044.6
（40.4）

土木費
309.9
（12.0）

公債費
208.5
（8.1）

教育費
315.2
（12.2）

総務費
206.6
（8.0）

消防費
116.5（4.5）

農林水産業費
26.1（1.1）

※単位：億円、（　）は構成比（%）

全会計の予算総額：4,297億円（前年度比5.2%増）
一般会計：2,582億円（前年度比9.4%増）

使用料・手数料
53.7（2.1）

令和７年度予算

特別会計（７会計）：1,128億円（前年度比0.6%減） 企業会計（２会計）：587億円（前年度比0.5%減）可 決 可 決

可 決

総額
2,582.0
（100.0）

予備費
2.0（0.1）

労働費
2.7（0.1）

議会費
9.7（0.4）
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各
常
任
委
員
会
を
定
例
会
中
に

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
等
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
議
案
が
付
託
さ
れ
た
六
つ
の
委

員
会
の
う
ち
、
予
算
決
算
委
員
会

以
外
の
委
員
会
の
委
員
長
口
頭
報

告
か
ら
、
主
な
要
望
事
項
を
紹
介

し
ま
す
。

※
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
予
算
議
案
に
関
す
る
議
論
は
P

８
〜
９
の
通
り
で
す
。

　
本
市
の
発
注
工
事
の
週
休
２
日

制
の
試
行
に
つ
い
て
、
不
測
の
事

態
等
、
受
注
者
の
責
め
に
帰
さ
な

い
理
由
で
工
期
遅
れ
が
生
じ
た
場

合
に
配
慮
で
き
る
よ
う
関
係
要
領

等
を
見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

原
則
予
定
価
格
１
千
万
円
以
上
の

す
べ
て
の
工
事
で
「
発
注
者
指
定

型
」
に
よ
る
週
休
２
日
制
の
工
事

を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

建
設
業
の
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
お
り
、
将
来
の
担
い
手
を
確

保
・
育
成
す
る
た
め
に
も
週
休
２

日
制
の
工
事
を
早
期
に
本
格
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
、
協
議
が
長
期
化

し
結
論
が
ま
と
ま
ら
な
い
状
況
が

生
じ
て
い
た
学
校
地
域
協
議
会
の

運
営
方
法
を
見
直
し
、
今
後
は
教

育
委
員
会
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

取
り
組
み
方
策
、
統
合
案
を
提
示

し
て
い
く
方
針
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
主
体
性
に
委
ね
ら

れ
て
い
た
同
協
議
会
の
在
り
方
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

地
域
と
学
校
と
行
政
が
一
丸
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
教
育
環
境
を
実
現
さ
せ
る
た

め
丁
寧
な
協
議
を
重
ね
ら
れ
た
い
。

　
中
央
支
所
の
移
転
整
備
に
つ
い

て
、
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
に
移
転

す
る
新
事
務
所
に
も
自
家
用
車
で

の
来
庁
が
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

利
用
者
が
同
施
設
の
駐
車
場
を
利

用
し
た
場
合
の
駐
車
料
金
割
引
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

　
将
来
的
に
駅
前
市
役
所
を
新
事

務
所
に
統
合
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

市
民
に
対
し
移
転
あ
り
き
の
説
明

で
は
な
く
、
移
転
や
統
合
の
必
要

性
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
姫
路
・
西
は
り
ま
地
場
産
業
セ

ン
タ
ー
の
解
散
に
伴
い
本
市
が
譲

り
受
け
る
じ
ば
さ
ん
び
る
を
、
地

場
産
品
の
販
売
、
中
小
企
業
支
援
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
資
す
る
機

能
の
拡
充
に
よ
り
、
産
業
振
興
の

拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
、
よ
り

有
効
活
用
す
る
た
め
全
庁
的
に
検

討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当

該
ビ
ル
は
J
R
姫
路
駅
南
の
好
立

地
に
あ
り
、
民
間
企
業
の
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
等
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
広
い
観
点
か
ら
将
来
展
望

を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
飾
磨
中
央
公
園
の
再
整
備
に
つ

い
て
、
民
間
活
力
を
活
用
す
る
公

募
設
置
管
理
制
度
（
P
a
r
k
―

P
F
I
）
の
導
入
は
、
本
市
初
の

事
例
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
公
園

の
魅
力
向
上
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
み
、
そ
の
効
果
を
十
分
に
検
証

さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
他
の
都
市
公
園
へ
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を

見
極
め
つ
つ
、
同
公
園
の
検
証
結

果
も
踏
ま
え
て
判
断
さ
れ
た
い
。

■
姫
路
無
所
属
の
会

１
月
14
日
〜
16
日

▽
沖
縄
県
：
首
里
城
復
興
基
本
計

画　
▽
那
覇
市
：
省
エ
ネ
を
実
践

し
資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
沖
縄
市
：
東
部
海
浜
開
発
事
業

（
潮
乃
森
）　
▽
宇
佐
市
：
宇
佐

神
宮
を
中
心
と
し
た
街
並
み
整
備

事
業
の
取
り
組
み

■
市
民
ク
ラ
ブ

１
月
20
日
〜
22
日

▽
糸
満
市
：
ブ
カ
ツ
・
サ
ポ
ー

ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
実
証
事
業

▽
沖
縄
県
：
ブ
カ
ツ
・
サ
ポ
ー

ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
の
連
携

協
定
と
県
内
市
町
村
で
の
実
証
事

業
の
状
況

■
公
明
党

１
月
22
日
〜
24
日

▽
青
森
市
：
道
の
駅
な
み
お
か
ア

ッ
プ
ル
ヒ
ル　
▽
弘
前
市
：
移
住

定
住
促
進
の
取
り
組
み
、
弘
前
圏

域
定
住
自
立
圏
構
想　

▽
八
戸

市
：
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
っ
ち　
▽
盛
岡
市
：
公
共
施

設
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
自

治
体
D
X

■
自
由
民
主
党

１
月
22
日
〜
24
日

▽
沖
縄
市
：
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

▽
恩
納
村
：
万
座
毛
周
辺
活
性
化

施
設

■
日
本
維
新
の
会

１
月
22
日
〜
24
日

▽
豊
島
区
：
と
し
ま
み
ど
り
の
防

災
公
園
（
I
K
E
・
S
U
N
P
A

R
K
）　
▽
八
重
山
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
ロ
ー
：
八
重
山
ビ
ジ
タ
ー

ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
お
け
る
観
光
振

興
の
取
り
組
み　
▽
石
垣
市
：
石

垣
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
、
H

P 

S
u
r
e 

C
l
i
c
k 

E
n

t
e
r
p
r
i
s
e
導
入
に
伴
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

■
改
革
無
所
属
の
会

１
月
22
日
〜
24
日

▽
佐
賀
市
：
議
会
改
革　
▽
鹿
児

島
市
：
議
会
改
革　
▽
柳
川
市
：

「
居
心
地
が
良
く
あ
る
き
た
く
な

る
ま
ち
な
か
」
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推

進
都
市
の
取
り
組
み

■
総
務
委
員
会

１
月
27
日
〜
28
日

▽
富
士
市
：
移
住
定
住
促
進
事
業

の
取
り
組
み　
▽
川
崎
市
：
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

■
経
済
観
光
委
員
会

１
月
27
日
〜
29
日

▽
熊
本
市
：
熊
本
城
お
よ
び
桜
の

馬
場
城
彩
苑
を
活
用
し
た
観
光
施

策　
▽
佐
世
保
市
：
ク
ル
ー
ズ
船

誘
客
に
係
る
取
り
組
み
▽
久
留
米

市
：
公
共
施
設
（
既
存
建
築
）
の

Z
E
B
化

■
建
設
委
員
会

１
月
27
日
〜
29
日

▽
宮
崎
市
：
宮
崎
処
理
場
に
お
け

る
F
I
T
制
度
を
活
用
し
た
消
化

ガ
ス
発
電
事
業
の
取
り
組
み
、
市

営
住
宅
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入　
▽
延
岡
市
：
P
a
r

k

-

P
F
I
制
度
を
活
用
し
た
公

園
整
備
の
取
り
組
み

■
文
教・子
育
て
委
員
会

１
月
28
日
〜
29
日

▽
足
立
区
：
生
成
A
I
パ
イ
ロ
ッ

ト
校　
▽
川
口
市
：
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
公
設
民
営

■
厚
生
委
員
会

２
月
11
日
〜
13
日

▽
国
立
療
養
所
宮
古
南
静
園
：
ハ

ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
と
人
権　

▽
宮
古
島
市
：
健
康
長
寿
へ
の
取

り
組
み
、
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー　

▽
宜
野
湾
市
：
国
民
健
康
保
険
税

収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン

　
本
定
例
会
で
結
果
が
出
た
請
願

は
次
の
と
お
り
で
す
。

審
議
未
了
（
廃
案
）

〇
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
の
導
入

に
対
し
、
よ
り
慎
重
な
審
議
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

〈
教
育
委
員
会
委
員
〉

　
　
三
　
木
　
一
　
正

　
会
派
の
結
成
と
会
員
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
関
係
各
派
の
名
簿

を
掲
載
し
ま
す
。

（
３
月
３
日
届
け
出
）

会
派
の
結
成

無
所
属

代
表　
　
　
高　
見　
千　
咲

会
員
の
異
動

自
由
民
主
党

会
長　
　
　
竹　
中　
隆　
一

幹
事
長　
　
井　
川　
一　
善

政
調
会
長　
石　
堂　
大　
輔

総
務
会
長　
重　
田　
一　
政

会
員　
　
　
仁　
野　
央　
子

　
　
　
　
　
石　
見　
和　
之

　
　
　
　
　
宮　
本　
吉　
秀

委
員
会
等
の
活
動（
1
月
〜
3
月
）

委
員
会
報
告

文
教
・
子
育
て
委
員
会

厚
生
委
員
会

経
済
観
光
委
員
会

総
務
委
員
会

行
政
視
察
報
告

建
設
委
員
会
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各
常
任
委
員
会
を
定
例
会
中
に

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
等
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
議
案
が
付
託
さ
れ
た
六
つ
の
委

員
会
の
う
ち
、
予
算
決
算
委
員
会

以
外
の
委
員
会
の
委
員
長
口
頭
報

告
か
ら
、
主
な
要
望
事
項
を
紹
介

し
ま
す
。

※
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
予
算
議
案
に
関
す
る
議
論
は
P

８
〜
９
の
通
り
で
す
。

　
本
市
の
発
注
工
事
の
週
休
２
日

制
の
試
行
に
つ
い
て
、
不
測
の
事

態
等
、
受
注
者
の
責
め
に
帰
さ
な

い
理
由
で
工
期
遅
れ
が
生
じ
た
場

合
に
配
慮
で
き
る
よ
う
関
係
要
領

等
を
見
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

原
則
予
定
価
格
１
千
万
円
以
上
の

す
べ
て
の
工
事
で
「
発
注
者
指
定

型
」
に
よ
る
週
休
２
日
制
の
工
事

を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

建
設
業
の
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
お
り
、
将
来
の
担
い
手
を
確

保
・
育
成
す
る
た
め
に
も
週
休
２

日
制
の
工
事
を
早
期
に
本
格
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
、
協
議
が
長
期
化

し
結
論
が
ま
と
ま
ら
な
い
状
況
が

生
じ
て
い
た
学
校
地
域
協
議
会
の

運
営
方
法
を
見
直
し
、
今
後
は
教

育
委
員
会
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

取
り
組
み
方
策
、
統
合
案
を
提
示

し
て
い
く
方
針
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
主
体
性
に
委
ね
ら

れ
て
い
た
同
協
議
会
の
在
り
方
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

地
域
と
学
校
と
行
政
が
一
丸
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
教
育
環
境
を
実
現
さ
せ
る
た

め
丁
寧
な
協
議
を
重
ね
ら
れ
た
い
。

　
中
央
支
所
の
移
転
整
備
に
つ
い

て
、
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
に
移
転

す
る
新
事
務
所
に
も
自
家
用
車
で

の
来
庁
が
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

利
用
者
が
同
施
設
の
駐
車
場
を
利

用
し
た
場
合
の
駐
車
料
金
割
引
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

　
将
来
的
に
駅
前
市
役
所
を
新
事

務
所
に
統
合
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

市
民
に
対
し
移
転
あ
り
き
の
説
明

で
は
な
く
、
移
転
や
統
合
の
必
要

性
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
丁
寧
な
説
明
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
姫
路
・
西
は
り
ま
地
場
産
業
セ

ン
タ
ー
の
解
散
に
伴
い
本
市
が
譲

り
受
け
る
じ
ば
さ
ん
び
る
を
、
地

場
産
品
の
販
売
、
中
小
企
業
支
援
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
資
す
る
機

能
の
拡
充
に
よ
り
、
産
業
振
興
の

拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
、
よ
り

有
効
活
用
す
る
た
め
全
庁
的
に
検

討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当

該
ビ
ル
は
J
R
姫
路
駅
南
の
好
立

地
に
あ
り
、
民
間
企
業
の
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
等
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
広
い
観
点
か
ら
将
来
展
望

を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
飾
磨
中
央
公
園
の
再
整
備
に
つ

い
て
、
民
間
活
力
を
活
用
す
る
公

募
設
置
管
理
制
度
（
P
a
r
k
―

P
F
I
）
の
導
入
は
、
本
市
初
の

事
例
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
公
園

の
魅
力
向
上
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
み
、
そ
の
効
果
を
十
分
に
検
証

さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
他
の
都
市
公
園
へ
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を

見
極
め
つ
つ
、
同
公
園
の
検
証
結

果
も
踏
ま
え
て
判
断
さ
れ
た
い
。

■
姫
路
無
所
属
の
会

１
月
14
日
〜
16
日

▽
沖
縄
県
：
首
里
城
復
興
基
本
計

画　
▽
那
覇
市
：
省
エ
ネ
を
実
践

し
資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
沖
縄
市
：
東
部
海
浜
開
発
事
業

（
潮
乃
森
）　
▽
宇
佐
市
：
宇
佐

神
宮
を
中
心
と
し
た
街
並
み
整
備

事
業
の
取
り
組
み

■
市
民
ク
ラ
ブ

１
月
20
日
〜
22
日

▽
糸
満
市
：
ブ
カ
ツ
・
サ
ポ
ー

ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
実
証
事
業

▽
沖
縄
県
：
ブ
カ
ツ
・
サ
ポ
ー

ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
の
連
携

協
定
と
県
内
市
町
村
で
の
実
証
事

業
の
状
況

■
公
明
党

１
月
22
日
〜
24
日

▽
青
森
市
：
道
の
駅
な
み
お
か
ア

ッ
プ
ル
ヒ
ル　
▽
弘
前
市
：
移
住

定
住
促
進
の
取
り
組
み
、
弘
前
圏

域
定
住
自
立
圏
構
想　

▽
八
戸

市
：
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
っ
ち　
▽
盛
岡
市
：
公
共
施

設
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
自

治
体
D
X

■
自
由
民
主
党

１
月
22
日
〜
24
日

▽
沖
縄
市
：
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

▽
恩
納
村
：
万
座
毛
周
辺
活
性
化

施
設

■
日
本
維
新
の
会

１
月
22
日
〜
24
日

▽
豊
島
区
：
と
し
ま
み
ど
り
の
防

災
公
園
（
I
K
E
・
S
U
N
P
A

R
K
）　
▽
八
重
山
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
ロ
ー
：
八
重
山
ビ
ジ
タ
ー

ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
お
け
る
観
光
振

興
の
取
り
組
み　
▽
石
垣
市
：
石

垣
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
、
H

P 

S
u
r
e 

C
l
i
c
k 

E
n

t
e
r
p
r
i
s
e
導
入
に
伴
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

■
改
革
無
所
属
の
会

１
月
22
日
〜
24
日

▽
佐
賀
市
：
議
会
改
革　
▽
鹿
児

島
市
：
議
会
改
革　
▽
柳
川
市
：

「
居
心
地
が
良
く
あ
る
き
た
く
な

る
ま
ち
な
か
」
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推

進
都
市
の
取
り
組
み

■
総
務
委
員
会

１
月
27
日
〜
28
日

▽
富
士
市
：
移
住
定
住
促
進
事
業

の
取
り
組
み　
▽
川
崎
市
：
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

■
経
済
観
光
委
員
会

１
月
27
日
〜
29
日

▽
熊
本
市
：
熊
本
城
お
よ
び
桜
の

馬
場
城
彩
苑
を
活
用
し
た
観
光
施

策　
▽
佐
世
保
市
：
ク
ル
ー
ズ
船

誘
客
に
係
る
取
り
組
み
▽
久
留
米

市
：
公
共
施
設
（
既
存
建
築
）
の

Z
E
B
化

■
建
設
委
員
会

１
月
27
日
〜
29
日

▽
宮
崎
市
：
宮
崎
処
理
場
に
お
け

る
F
I
T
制
度
を
活
用
し
た
消
化

ガ
ス
発
電
事
業
の
取
り
組
み
、
市

営
住
宅
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入　
▽
延
岡
市
：
P
a
r

k

-

P
F
I
制
度
を
活
用
し
た
公

園
整
備
の
取
り
組
み

■
文
教・子
育
て
委
員
会

１
月
28
日
〜
29
日

▽
足
立
区
：
生
成
A
I
パ
イ
ロ
ッ

ト
校　
▽
川
口
市
：
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
公
設
民
営

■
厚
生
委
員
会

２
月
11
日
〜
13
日

▽
国
立
療
養
所
宮
古
南
静
園
：
ハ

ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
と
人
権　

▽
宮
古
島
市
：
健
康
長
寿
へ
の
取

り
組
み
、
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー　

▽
宜
野
湾
市
：
国
民
健
康
保
険
税

収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン

　
本
定
例
会
で
結
果
が
出
た
請
願

は
次
の
と
お
り
で
す
。

審
議
未
了
（
廃
案
）

〇
選
択
的
夫
婦
別
氏
制
度
の
導
入

に
対
し
、
よ
り
慎
重
な
審
議
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

〈
教
育
委
員
会
委
員
〉

　
　
三
　
木
　
一
　
正

　
会
派
の
結
成
と
会
員
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
関
係
各
派
の
名
簿

を
掲
載
し
ま
す
。

（
３
月
３
日
届
け
出
）

会
派
の
結
成

無
所
属

代
表　
　
　
高　
見　
千　
咲

会
員
の
異
動

自
由
民
主
党

会
長　
　
　
竹　
中　
隆　
一

幹
事
長　
　
井　
川　
一　
善

政
調
会
長　
石　
堂　
大　
輔

総
務
会
長　
重　
田　
一　
政

会
員　
　
　
仁　
野　
央　
子

　
　
　
　
　
石　
見　
和　
之

　
　
　
　
　
宮　
本　
吉　
秀

姫
路
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

　
高
見
千
咲
議
員
に
よ
る
「
S
N

S
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
不
適
切

な
内
容
の
投
稿
を
繰
り
返
し
、
本

市
議
会
の
品
位
と
名
誉
を
害
し
た

こ
と
並
び
に
議
会
事
務
局
職
員
の

職
務
執
行
を
妨
げ
た
こ
と
」
が
、

姫
路
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
基
準

に
反
す
る
疑
い
が
あ
る
か
審
査
の

請
求
が
あ
っ
た
た
め
、
姫
路
市
議

会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
を
設
置

し
、
審
査
し
ま
し
た
。

（
委
員
）

　
西
本
　
眞
造
　
　
大
西
　
陽
介

　
八
木
隆
次
郎
　
　
妻
鹿
　
幸
二

　
宮
本
　
吉
秀
　
　
牧
野
　
圭
輔

　
三
和
　
　
衛
　
　
松
岡
　
廣
幸

 

審
査
結
果
報
告
書
の
概
要

　
５
回
の
審
査
を
実
施
。
３
月
７

日
に
審
査
結
果
報
告
書
を
議
長
に

提
出
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

・
政
治
倫
理
基
準
の
違
反
を
確
認
。

・
高
見
議
員
に
政
治
的
、
道
義
的

に
重
大
な
責
任
が
あ
る
と
認

め
、
「
議
員
辞
職
の
勧
告
」
が

相
当
と
決
定
。

 

意
見
書
の
概
要

　
高
見
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意

見
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

・
審
査
は
審
査
委
員
た
ち
の
個
人

的
な
主
観
で
進
め
ら
れ
、
事
実

関
係
は
全
く
審
査
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
厳
重
に
抗
議
し
ま
す
。

 

議
会
の
措
置

　
３
月
26
日
の
本
会

議
で
辞
職
勧
告
決
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
。

委員会等の活動

請
　
願

会
派
・
会
員
の
異
動

議
会
の
動
き

人
　
事
（
敬
称
略
）

■高校生と座談会で意見交換
　６年12月24～26日に高校生と姫路市議会との座談
会を開催し、南海トラフ地震などの大規模災害・減災
対策、小中学校の在り方、高齢者の
デジタル・ディバイド対策、観光戦略
の見直し、小規模公園の管理活用に
ついて、意見交換しました。

■情報公開に努めています
７月１日（火曜日）から、ウェブサイトで６年度
の政務活動費収支報告書等を公開します。議会事務
局でも閲覧できます。
また、ウェブサイトで議会交際費
の執行状況を毎月公開しています。６年
度の支出明細は次の通りです。

慶　祝
弔　慰
見　舞
会　費
賛　助
謝　礼
接　遇
雑　費
その他
計

0
9
0
13
3
1
0
2
0
28

0
111,435

0
142,000
17,117
33,900

0
30,800

0
335,252

件数種類 金額（円）

〈
30
年
勤
続
市
議
会
議
員
〉

　
　
蔭
　
山
　
敏
　
明

〈
10
年
勤
続
市
議
会
議
員
〉

　
　
常
　
盤
　
真
　
功

　
　
井
　
上
　
太
　
良

　
　
竹
　
尾
　
浩
　
司

　
　
重
　
田
　
一
　
政

　
　
大
　
西
　
陽
　
介

　
　
妻
　
鹿
　
幸
　
二

（
議
席
番
号
順
）

永
年
勤
続

議
員
表
彰

６年度　議会交際費支出明細
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会派の略称と人数 賛否状況の表記
公明党 公明 ８人 改革無所属の会 改革 ３人
市民クラブ 市民 ８人 志政会 志政 ３人
自由民主党 自民 ７人 日本共産党議員団 共産 ２人
新生ひめじ 新生 ５人 刷新の会 刷新 １人
日本維新の会 維新 ４人 無所属 無所属 １人
姫路無所属の会 姫路 ３人
※賛否には議長（公明党所属）は含まれません。

すべての議案の結果および
議員ごとの賛否等の状況は
市ウェブサイトでご覧にな
れます。

賛成は「○」、反対は「×」、
除斥は「除」、退席は「退」、
欠席は「欠」、会派内で賛否
が分かれた場合等は「※」と
表記しています。

提出議案とその結果（令和７年第１回定例会） 
提出議案66件のうち、53件については全会一致で可決または同意しました。
賛否が分かれた議案とその結果は以下の通りです。

賛 否 が 分 か れ た 議 案
結 果

会　派　名

番　号 件　　　　　　　　名 公
明
市
民
自
民
新
生
維
新
姫
路
改
革
志
政
共
産
刷
新
無
所
属

議案第１号 令和７年度姫路市一般会計予算 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 × 〇 欠
議案第４号 令和７年度姫路市国民健康保険事業特別会計予算 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第５号 令和７年度姫路市介護保険事業特別会計予算 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第６号 令和７年度姫路市後期高齢者医療事業特別会計予算 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第９号 令和７年度姫路市水道事業会計予算 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第10号 令和７年度姫路市下水道事業会計予算 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第12号 令和６年度姫路市一般会計補正予算（第９回） 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 × 〇 欠
議案第19号 姫路市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第30号 姫路市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第34号 姫路市附属機関設置条例の一部を改正する条例について 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第42号 姫路城西御屋敷跡庭園好古園条例の一部を改正する条例について 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠
議案第43号 姫路城縦覧料等徴収条例の一部を改正する条例について 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 × 〇 欠
議案第45号 姫路市工場立地促進条例の一部を改正する条例について 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠

令和7年（2025年）4月発行　編集発行／姫路市議会　〒670-8501  姫路市安田四丁目1番地　☎（079）221-2035
https://www.city.himeji . lg. jp/shisei/category/5-15-0-0-0-0-0-0-0-0.html再生紙と植物油インキを使用しています

姫路市議会議員を紹介します
vol.7

市民の皆さまの代表である45人の市議会議員を紹介します。
今号は次の４人です。
質問内容 ❶自分の性格は？　❷趣味や特技は？
　　　　 ❸市民の皆さまへ熱いメッセージを！

 牧野 圭輔 議員（改革無所属の会）

❶涙もろく素直で生真面目なところが
ある❷ジョギング、ウォーキング、筋ト
レ、歴史散策、ドライブ、ツーリング❸私
は「噓

うそ

をつかない市政」を実現するた
め常に市政を厳しくチェックして行きま
すので、市民の皆さんにはふるさと姫
路を良くするため、もっともっと市政に
関心を持って頂きたいと思います

 三和 衛 議員（新生ひめじ）

❶穏やか❷小さい頃から何かを集め
るのが好きで、今は各地の特色有るご
当地カード、特にマンホールカードやロ
ゲットカードの収集に力を入れていま
す❸自分の名前が「まもる」なので、名
前の通り市民の皆さんの暮らしと姫路
の未来をまもる事ができる様に、パイ
プ役として日々 精進していきます

 西村 しのぶ 議員（志政会）

❶とにかく明るい。悩まない。楽観的
過ぎると言われます❷神社めぐりや決
して上

う

手
ま

くないのですが、合唱団で歌
うことを楽しんでいます❸ケアマネジ
ャーとして学ばせていただいた先人た
ちからの学びを次の世代へつなぎ、生
涯安心して暮らせる街づくりに取りく
みます

 山口 悟 議員（市民クラブ）

❶何事もコツコツと取り組み、責任感
が強いと思います❷家庭菜園で育て
た野菜を子どもと一緒に収穫し、食べ
ることです❸皆さんの大切な声を市
政に届け、その声を一つでも多く実現
できるよう努力して、誰にとっても住み
良い姫路を目指し、全力で頑張ります
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